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ω
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
F
刑
法
典
ほ
か

ω
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
園
刑
法
典
ほ
か

ω
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
か
ら
帝
国
刑
法
典
成
立
ま
で
(
以
上
本
号
)

第
四
節
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
説
の
展
開
(
以
下
次
号
)

第

五

節

小

括

結
び
に
か
え
て

第
四
章

ド
イ
ツ
近
代
刑
事
立
法
に
お
け
る
錯
誤

第
一
節

序

一
七
五
一
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
で
刑
事
法
典
が
制
定
さ
れ
た
の
を
鳴
矢
と
し
て
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
「
啓
蒙
絶
対
主
義
」
思
想
に

も
と
づ
く
「
上
か
ら
の
改
革
」
と
し
て
の
法
典
編
纂
事
業
が
次
々
と
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
問
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
寸
革
命
刑
法
典
」

次
い
で
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
L

が
成
立
す
る
な
ど
、
近
代
刑
法
学
の
形
成
に
重
要
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
一
八
世

紀
後
半
か
ら
一
八
七
一
年
「
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
典
L

成
立
ま
で
の
諸
領
邦
(
地
方
特
別
)
立
法
、
お
よ
び
一
九
世
紀
の
学
説
に
お
け
る
「
事
実
の
錯

誤
L

事
例
の
(
法
的
)
取
り
扱
い
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
も
、
「
客
体
の
錯
誤
」
お
よ
び
寸
方
法
の
錯
誤
L

に
関
す
る
問
題
が
考
察
の

中
心
と
な
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、

第
二
節

啓
蒙
時
代
に
お
け
る
法
典
編
纂

(1) 

ハ
バ
リ
ア
刑
事
法
典

ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l

(
当日向ロ

-sgM内田
4
R
K
o苫
古
印
同
日
正
自
宅

R
u
H苫印
l

口
き
)
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
『
一
七
五
一
年
パ
バ
リ
ア
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刑
事
法
典
』
(
。
。
母
M

乙
R
目
的
∞
雪
印
江
口
問
。
江
口
同
日
ロ
丘
町
仏
巾
白
ロ
ロ
O

H
叶
臼
)
は
、
カ
ロ
リ
ナ
か
ら
脱
却
し
え
ず
、
啓
蒙
思
想
と
は
全
く
無
縁
で
寸
そ

の
誕
生
の
時
に
す
で
に
古
臭
い
も
の
で
あ
っ
た
L

と
酷
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
本
法
典
は
厳
酷
な
死
刑
を
維
持
し
て
お
り
(
第
一
部
第
一
章
第
六

条
〉
、
演
神
罪
、
異
端
そ
し
て
魔
術
を
も
依
然
と
し
て
処
罰
し
て
い
る
(
第
一
部
第
七
章
第
一
条
、
第
五
条
、
第
七
条
〉
。
さ
ら
に
、
拷
聞
を
四
段
階

に
分
け
て
細
か
く
規
定
す
る
(
第
二
部
第
八
章
第
三
条
以
下
)
な
ど
、
古
い
時
代
の
残
浮
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l
は

〈

2
〉

普
通
法
時
代
の
最
後
に
位
置
す
る
、
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
バ
パ
リ
ア
刑
事
法
典
は
、
第
一
部
第
一
章
第
三
条
に
お
い
て
、
犯
罪
を
定

義
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
第
三
条
犯
罪
と
は
、
人
、
が
法
律
に
反
し
て
何
事
か
を
為
し
あ
る
い
は
為
さ
ざ
る
と
き
に
、
す
な
わ
ち
、
邪
悪
で
危
険
な
故
意
も
し
く
は
著

し
い
過
失
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
で
い
う
ド
ル
ス
か
ク
ル
パ
か
ら
行
為
す
る
と
き
に
、
為
さ
れ
る
の
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
」
〔
傍
線
l
引
用
者
〕

こ
の
よ
う
な
定
義
に
は
す
で
に
構
成
要
件
該
当
性
お
よ
び
責
任
を
独
自
に
論
ず
る
萌
芽
(
傍
線
部
分
)
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
違
法
性
の
概
念
は

未
完
成
の
ま
ま
で
あ
り
、
正
当
防
衛
に
関
し
て
も
消
極
的
な
意
味
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
ー

は
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
犯
罪
の
定
義
に
止
ま
っ
て
い
た
。
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l
は
彼
の
『
注
釈
』
に
お
い
て
、
ド
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
欠
如
す
る
な
ら

当
該
行
為
は
何
ら
犯
罪
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
明
言
す
る
。
そ
し
て
彼
は
故
意
論
に
お
い
て
、
ラ
イ
ザ
!
と

同
様
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
に
お
け
る
直
接
故
意
と
間
接
故
意
の
区
別
を
前
提
と
し
て
議
論
を
展
開
し
た
。

こ
さ
て
、
パ
バ
リ
ア
刑
事
法
典
の
第
一
部
第
一
章
第
四
条
は
、
寸
十
分
な
分
別
あ
る
い
は
自
由
な
意
思
が
欠
如
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
犯

罪
を
犯
し
得
な
い
L

と
し
て
、
刑
事
未
成
年
や
睡
眠
、
酪
町
な
ど
の
責
任
無
能
力
と
並
ん
で
、
錯
誤
あ
る
い
は
不
知
か
ら
為
さ
れ
た
行
為
は
犯
罪

と
見
倣
さ
れ
え
な
い
、
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
、
所
為
事
情
に
関
す
る
錯
誤
に
つ
い
て
、
同
刑
事
法
典
は
第
一
部
第
一
章
第
三

O
条
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
第
三

O
条
錯
誤
は
、
錯
誤
者
が
許
容
さ
れ
か
つ
責
な
き
事
柄
に
関
与
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
刑
罰
を
阻
却
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
錯
誤
が
ク
ル
パ
と
結
び
つ
い
て
い
た
な
ら
ば
、
錯
誤
者
の
意
図
し
た
所
為
が
、
錯
誤
か
ら
実
際
に
彼
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
犯
罪
と
同
様
に
可
罰

的
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
重
大
な
可
罰
性
を
有
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
刑
罰
が
滅
軽
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
〔
傍
線
|
引
用
者
〕

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
普
通
法
学
者
達
の
聞
で
は
所
為
事
情
に
関
す
る
錯
誤
は
行
為
の
可
罰
性
を
阻
却
す
る
事
由
と
し
て
広
く
承
認
さ
れ
て
い
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た
が
、
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
ー
も
こ
の
伝
統
に
従
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l
の
『
注
釈
』
に
よ
れ
ば
、
①
寸
許
容
さ
れ
か
つ
責

な
き
事
柄
L

と
は
、
例
え
ば
、
適
法
な
正
当
防
衛
状
況
に
お
い
て
敵
と
は
別
の
第
三
者
に
打
ち
当
て
た
よ
う
な
場
合
で
あ
り
、
カ
ロ
リ
ナ
の
第
一

四
五
条
に
よ
り
不
可
罰
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寸
そ
の
際
、
人
が
限
界
を
逸
脱
し
た

(
E
B。骨
E
B
E
o
a
n色
町
同
町
山
芹
巴
の
で
あ
れ
ば
事

情
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
ク
ル
パ
が
存
在
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
行
為
者
は
通
常
刑
で
は
な
い
に
せ
よ
処
罰
さ
れ
る
L

〔
傍
線
|
引
用
者
〕
と
言
う
。
こ
こ
に
い
う
寸
限
界
を
逸
脱
し
た
」
場
合
が
、
敵
に
対
す
る
寸
過
剰
防
衛
L

な
の
か
、
闘
争
の
仲
裁
者
〔
第
三
者
〕

に
対
す
る
侵
害
か
、
あ
る
い
は
「
方
法
の
錯
誤
」
に
よ
る
第
三
者
の
過
剰
な
侵
害
な
の
か
、
は
た
ま
た
敵
と
第
三
者
と
を
取
り
違
え
た
場
合
な
の

か
、
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
為
者
は
「
許
容
さ
れ
か
つ
責
な
き
事
柄
」
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
「
方

法
の
錯
誤
L

な
い
し
「
客
体
の
錯
誤
L

事
例
と
無
関
係
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
理
由
づ
け
に
、
我
々
は
、
寸
ウ
ェ
ル
サ
リ
・
イ
ン
・

レ
・
リ
キ
タ
」
原
則
の
適
用
、
す
な
わ
ち
「
ウ
ェ
ル
サ
リ
・
イ
ン
・
レ
・
イ
リ
キ
タ
L

原
則
の
反
対
適
用
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
、

②
錯
誤
が
寸
ク
ル
パ
L

と
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
と
は
、
例
え
ば
、
行
為
者
が
相
手
を
女
中
と
思
っ
て
自
分
の
妹
と
開
会
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ

り
、
こ
の
場
合
、
行
為
者
が
自
ら
主
張
す
る
錯
誤
が
本
当
ら
し
い

(
g
d
n
Eロロ
nv)こ
と
を
証
明
し
た
な
ら
ば
、
近
親
相
姦
の
〔
通
常
〕
刑
(
宮

g即

日ロ

2
m呂
田
〉
で
は
な
く
、
減
軽
さ
れ
た
〔
例
外
〕
刑
が
科
さ
れ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
、
③
意
図
し
た
行
為
が
発
生
結
果
と
「
同
様
に
可
罰
的
」
な
場

合
と
は
、
例
え
ば
、
ヵ
イ
ウ
ス
(
(
U

白
山
口
印
)
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
(
叶
昨
日
ロ
印
〉
を
殺
害
し
よ
う
と
夜
に
待
ち
伏
せ
て
い
た
が
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
代
わ

り
に
誤
っ
て
セ
ム
プ
ロ
ニ
ウ
ス

(
ω
2
6
5ロ
吉
印
)
を
殺
害
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
カ
イ
ウ
ス
は
殺
人
罪
の
通
常
刑
Q

O
巾ロ帥
O
丘
宮
同
氏
陣

Z
B
E岳
山
)
に
処
せ
ら
れ
る
と
言
う
。
寸
何
故
な
ら
ば
、
意
図
し
て
い
た
行
為
は
、
〔
現
実
に
〕
挙
行
さ
れ
た
行
為
と
同
様
、
可
罰
的
な
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
」
最
後
に
、
④
意
図
し
た
行
為
が
「
よ
り
重
大
な
可
罰
性
を
有
す
る
」
場
合
と
は
、
例
え
ば
、
カ
イ
ウ
ス
が
彼
の
父
親
を
殺
害
し
よ
う

と
し
て
誤
っ
て
他
人
を
殺
害
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
彼
は
殺
人
罪
の
通
常
刑
が
減
軽
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
厳
重
に
処
罰

さ
れ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
論
述
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
客
体
の
錯
誤
」
事
例
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
(
②
・
③
・
④
事
例
に

つ
い
て
〉
、
そ
れ
ら
が
同
時
に
「
方
法
の
錯
誤
」
を
も
含
め
た
趣
旨
な
の
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
(
と
り
わ
け
、
③
・
④
に
つ
い
て
〉
。
ク
ラ
イ

ト
マ
イ
ヤ
l
自
身
は
、
『
注
釈
』
に
お
い
て
、
③
・
④
の
事
例
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
ラ
イ
ザ
ー
や
ク
レ
ス
の
著
作
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
グ
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
ー
は
客
体
の
錯
誤
と
方
法
の
錯
誤
と
の
聞
に
何
ら
概
念
的
区
別
を
認
め
ず
、
客
体
の
錯
誤
の
説
明
の
中
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で
当
然
に
方
法
の
錯
誤
の
事
例
を
も
説
明
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ベ

l

マ
ー
や
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
に
見
ら
れ
た
両
事
例
の
区

別
を
原
則
的
に
否
定
す
る
普
通
法
学
の
伝
統
的
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
け
だ
し
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三
さ
ら
に
、
上
記
の
第
三

O
条
に
続
く
第
三
一
一
条
は
「
事
実
の
不
知
」
お
よ
び
寸
法
律
の
不
知
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

寸
第
二
二
条
法
に
よ
っ
て
不
知
を
理
由
に
許
容
さ
れ
る
よ
う
な
事
項
に
関
す
る
不
知
は
、
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
通
常
刑
か
ら
は
免
ぜ
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
〔
H
通
常
刑
に
よ
る
処
罰
の
〕
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
刑
罰
法
規
〔
条
文
〕
を
知
る
必
要
は
な
く
、
所

為
の
内
面
的
な
悪
性
な
い
し
当
罰
性
を
知
ら
な
く
は
な
い
か
あ
る
い
は
知
り
得
る
も
の
で
あ
る
か
で
十
分
で
あ
る
。
」

ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
本
条
項
は
、
当
時
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
寸
法
律
の
不
知
は
害
す
。
事
実
の
不
知
は
害
さ
ず
。
し
と
い
う
法
諺

を
立
法
的
に
表
現
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l
自
身
は
、
『
注
釈
』
に
お
い
て
、
不
知
に
は
事
実
に
関
す
る
も
の
も
あ

れ
ば
法
律
の
関
す
る
も
の
も
あ
り
、
事
実
の
不
知

Q
m
o口
。
日
丘
一
回
片
山
2
C
は
、
「
相
当
な
る
注
意
を
払
い
し
も
過
ち
を
犯
し
か
っ
そ
の
際
い
か
な

る
悪
意
も
持
た
ざ
り
し
者
」
に
対
し
て
は
、
帰
責
さ
れ
得
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
「
自
然
法
に
よ
っ
て

G
R巾
E
E
E
E巴
禁
じ
ら
れ
た
る

事
項
に
関
す
る
」
法
律
の
不
知

(Hmコ白
E
巳
宮
古
ユ
印
)
は
お
よ
そ
抗
弁
と
な
り
得
な
い
か
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
、
法
律
の
不
知
、
が
許
容
さ
れ
て

い
尚
一
]
う
な
事
柄
(
主

σ
5
]
5
-
m
H
g
E円巾
E
B件
)
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
て

いヲ心。

、王

(
1
)
 
〈
同
州
戸
切
白
己
BM刷出可
Z
P
口
出
凹
ぴ
白
山
、
巾
江
田
門
町
巾

ω守山『肉巾印巾門
NσcnF
〈
。
口
同
∞
ロ
ロ
ロ
(
日
〉
ロ
印
巾
-
5
4目町内己巾円
σ山門
}
H
u

の
ω
∞ゲ

5
5唱
ω-HH0・

同ν
色
丹
N
R
E
W
名
目
唱
関
門
吉
吉
田
]
官
。

]HECロ
∞
白
百
円
ロ
ロ
ロ
門
巾
円
。
巾

-Zロ
m
巳巾印(リ

a
a』ロユ印
(
U
円
吉
宮
山
-
2
∞山

gユロ
-
gロ
ミ
戸

5
2
u
ω

H

コ
・
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
!
の
法
典
編
纂
事
業
と
そ
の
法
学
的
著
作
の
法
制
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
和
田
卓
朗
「
中
世
後
期
・
近
世
に
お
け

る
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
法
史
研
究
序
説
(
平
和
・
ポ
リ
ッ
ァ
イ
・
憲
法
〉
(
一
)

1

(

五
・
完
)
」
北
大
法
学
論
集
三
一
二
巻
三
号
(
一
九
八
二
年
)

八
三
頁
以
下
、
二
一
四
巻
二
号
(
一
九
八
三
年
)
七
五
頁
以
下
、
二
一
四
巻
六
号
(
一
九
八
四
年
)
一
頁
以
下
、
三
五
巻
一
・
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
五
五
頁
以
下
、
三
七
巻
三
号
(
一
九
八
七
年
)
一
頁
以
下
参
照
〔
室
戸
評
と
し
て
、
神
宝
秀
夫
・
法
制
史
研
究
犯
(
一
九
八
八
年
)
三
七
=
一
頁

(
2〉
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“ 1rrthum hebt alle Straff auf
，
 wa
n
n
 der Ir
r
巴n
d
e
in 
facto licito 

&
 inculposo versire

t. 
1st 
aber der 1rrthum mit 

einer culpa v
巴rknupft;

so w
i
r
d
 die Straff nur gemildert

，
 wa
n
n
 nicht die T

h
a
t
，
 we
l
c
h
e
 der Irrende vorgehabt

，
 eb
e
n
 

so strafflich oder n
o
c
h
 strafflicher g

e
w
e
s
e
n
，
 als jene
，
 we
l
c
h
e
 aus Irrthum wurklich v

o
n
 i
h
m
 b
e
g
a
n
g
e
n
 worden." 

A
n
m
 C
o
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i
m
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o
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 C
r
i
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o
t
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n
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o
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 C
r
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o
t
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白
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A
n
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o
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 C
r
i
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o
t
e
 d
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Schaffstein

，
 Di
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r
e
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o
m
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
 in 
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n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
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g
e
m
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u
d
r
u
c
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S
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h
e
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 we
l
c
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v
o
n
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e
g
e
n
 zu ignoriren erlaubt ist

，
 巴ntschuldiget

，
w
o
 nicht v
o
n
 aller
，
 

d
o
c
h
 v
o
n
 der Ordinari-Straff. E

s
 ist 
aber hierzu nicht nδthig

，
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a
t
z
u
n
g
 derselben Straff zu wissen

，
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n
u
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a
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(
国
〉

(
げ
〉

回
ロ
門
出
口

mw
己
目
巾

Z
O吋
5
3・回己・
---wω
・2
∞・

〉
ロ
ョ
。
。
品
。
吋
日
目
円

H
m
ω
H
Z
o芯
但

(ω-Nえ
・
)
・
〈
関
戸
田
口
門
出
口
m
-
u
-
m
Z
O円
同
国
巾

P
∞門同・ロア

ω・2
叶
一
の
吋
ロ
巳

g
F
白・同・
0
・u
ω
-
H
S・

(2) 

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法

プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
啓
蒙
専
制
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
も
と
、
一
七
九
四
年
に
『
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
』
(
合
一

mgaロ
g

E
E
g
n
Z
寄

3
S
5
5
E
5ロ
〉
が
刷
同
化
さ
れ
、
刑
事
司
法
の
分
野
に
お
い
て
も
そ
の
近
代
化
・
人
道
化
が
開
始
さ
れ
た
。
同
法
一
は
、

責
任
に
関
わ
る
規
定
を
「
精
力
的
に
」
盛
り
込
ん
だ
。
一
般
ラ
ン
ト
法
の
刑
事
法
部
分
の
総
則
(
第
二
部
第
二

O
款
第
一
条
i
第
九

O
条
〉
に
お
い

て
、
犯
罪
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

犯
罪
と
は
、
「
自
由
な
行
為
に
よ
っ
て
誰
か
に
違
法
に
損
害
を
与
え
る
者
」
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
(
第
七
条
)
、
ま
た
、
不
作
為
に
よ

っ
て
も
犯
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
(
第
八
条
)
。
さ
ら
に
、
「
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
作
為
な
い
し
不
作
為
は
、
固
有
の
犯
罪
と
は
見
倣
さ
れ
な

い
」
(
第
九
条
〉
。
か
く
し
て
、
寸
自
由
に
行
為
し
え
な
い
者
は
、
彼
に
お
い
て
何
ら
犯
罪
と
な
る
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
何
ら
刑
罰
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
L

ハ
第
一
六
条
)
。

一
般
ラ
ン
ト
法
は
さ
ら
に
、
通
常
刑
と
例
外
(
特
別
)
刑
と
を
区
別
し
(
第
三

O
条
以
下
)
、
故
意
・
過
失
の
定
義
規
定
を
置
き
(
第
二
六
条
、
第

二
八
条
)
、
故
意
行
為
に
は
第
三
一
条
に
よ
る
通
常
刑
が
、
過
失
行
為
に
は
第
三
三
条
に
よ
る
例
外
刑
が
科
さ
れ
る
も
の
と
し
、
故
意
が
推
定
さ
れ

る
場
合
(
第
二
七
条
)
に
は
、
第
三
二
条
に
よ
る
寸
通
常
刑
に
最
も
近
い
刑
L

が
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
許
さ
れ
た
行
為
か
ら
生
じ
た
偶
発
的
結

果
は
帰
責
さ
れ
ず
(
第
三
六
条
〉
、
可
罰
的
行
為
か
ら
生
じ
た
偶
発
的
結
果
は
、
行
為
者
の
予
見
可
能
性
の
程
度
に
応
じ
て
、
刑
罰
が
加
重
さ
れ
る

(
第
三
七
条
、
第
三
八
条
)
。
未
遂
は
既
遂
よ
り
も
軽
く
処
罰
さ
れ
(
第
四

O
条
な
い
し
第
四
三
条
)
、
中
止
未
遂
や
、
犯
罪
防
止
の
た
め
の
共
犯
者

の
暴
露
に
関
す
る
規
定
(
第
三
九
条
、
第
四
三
条
)
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
刑
事
政
策
的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
共
犯
に
つ
い
て
も
詳
細
な
規
定

を
設
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
に
つ
い
て
も
画
期
的
な
諸
規
定
(
第
一
九
条
な
い
し
第
二
一
条
、
第
五
一
七
条
な
い
し
第
五
二

四
条
)
を
置
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
則
で
は
、
犯
罪
を
「
国
家
的
犯
罪
」

G
Sえ
雪
印
吋
可

2
Z己
と
「
私
的
犯
罪
」
宅
ユ
〈
向
言
句
可

R
Z己
と

に
分
か
ち
、
前
者
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、
従
来
の
普
通
法
の
無
限
定
な
国
家
的
犯
罪
概
念
(
ロ
氏
自
自
白
色

g
g江
田
)
を
解
消
し
、
大
逆
罪
(
第



九
二
条
な
い
し
第
九
九
条
)
と
反
逆
罪
(
第
一

O
O条
な
い
し
第
一
四
八
条
〉
と
を
初
め
て
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ
ら
を
不
敬
罪
(
第
一
九
六
条
な
い

し
第
一
一
一
一
一
一
条
)
か
ら
分
か
つ
な
ど
、
こ
の
法
典
は
各
則
上
の
体
系
構
成
に
お
い
て
も
重
要
な
進
展
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
宗
教
犯
罪
は
普

通
法
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
「
宗
教
的
結
合
に
対
す
る
侮
辱
」
(
回
色
色
色
m
g
m
己
貸
岡
山
色
円
柱
。
ロ
回
想
R
-
z
n
F阻
止
〉
(
第
一
一
一
四
条
な
い
し
第
二

二
八
条
)
と
し
て
国
家
的
犯
罪
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
啓
蒙
期
自
然
法
思

想
を
反
映
し
た
ド
イ
ツ
法
制
史
上
重
要
な
法
典
で
あ
る
。

さ
て
、
我
々
の
問
題
で
あ
る
錯
誤
に
関
し
て
、
本
法
典
で
は
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
検
討
し

トよ

A
ノ。

事実の錯誤に関する学説史的考察〔四〕

ま
ず
、
法
律
の
錯
誤
に
関
し
て
は
、
総
則
部
分
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
規
定
が
見
受
け
ら
れ
る
。
「
公
的
な
い
し
私
的
安
全
に
対
す
る
意
図

的
侵
害
は
、
法
律
の
不
知
に
よ
っ
て
は
免
責
さ
れ
え
な
い
」
(
第
一

O
条
)
。
「
さ
ら
に
、
厳
正
な
る
法
律
は
、
刑
罰
法
規
を
認
識
す
べ
き
で
あ
り
か

っ
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
の
み
、
妥
当
す
る
」
(
第
一
一
条
)
、
と
。
こ
こ
で
は
、
①
法
律
の
不
知
は
抗
弁
と
な
り
え
な
い
こ
と
、
そ

し
て
、
②
刑
罰
法
規
は
、
法
規
認
識
の
義
務
と
そ
の
可
能
性
の
あ
る
者
に
の
み
妥
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
現
実
的
な
法
律
の
認
識
は
要
求
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
よ
う
。
法
規
認
識
の
「
義
務
」
と
そ
の
「
可
能
性
」
を
前
提
と
し
て
刑
罰
法
規
の
(
規
範
的
)
妥
当
性
を
規
定
し
て
い

る
点
が
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
。

次
に
、
事
実
の
錯
誤
に
関
し
て
は
総
則
で
は
直
接
的
規
定
は
見
ら
れ
な
い
が
、
故
殺
(
同
，
o
g
n
F
E
m
)
の
取
扱
い
と
の
関
連
で
、
「
客
体
の
錯
誤
L

の
特
別
規
定
を
立
法
史
上
初
め
て
設
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
規
定
が
存
す
る
。
ま
ず
、
第
八

O
六
条
は
故
殺
に
つ
き
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
た
。

101 

「
第
八

O
六
条
他
人
を
傷
害
す
る
と
い
う
敵
意
あ
る
意
図
を
も
っ
て
、
通
常
の
一
般
的
な
経
過
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
と
く
に
そ
の
者
に
知

ら
れ
た
事
情
の
経
過
に
よ
っ
て
他
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
べ
き
行
為
を
行
い
、
か
っ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
人
を
殺
害
し
た
る
者
は
、
故
殺
者
と
し

て
剣
〔
に
よ
る
斬
首
〕
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
L

し
か
し
て
、
同
条
を
受
け
て
、
故
殺
罪
に
ま
つ
わ
る
錯
誤
に
関
し
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

被
殺
者
の
人
に
関
す
る
錯
誤
の
-
証
明
は
、
通
常
、
第
八

O
六
条
に
よ
り
科
さ
れ
る
刑
罰
を
加
重
す
る
こ
と
は
あ
り
え
て
も
、

「
第
八

O
七
条
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そ
れ
を
減
軽
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
(
第
八
七
三
条
以
下
)
。
」
〔
傍
線
l
引
用
者
〕

「
第
八

O
八
条
か
よ
う
な
錯
誤
が
邪
悪
な
故
意
の
非
難
性
な
い
し
行
為
の
危
険
性
を
減
少
さ
せ
る
限
り
で
の
み
、
本
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て

い
る
加
重
一
的
刑
罰
の
減
軽
が
な
さ
れ
う
る
。
」

第
八

O
七
条
の
適
用
を
受
け
る
事
例
と
は
、
第
八
七
三
条
以
下
の
親
族
殺
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
行
為
者
が
自
分
の
親
族
と
思

っ
て
他
人
を
殺
害
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
、
行
為
者
の
錯
誤
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
族
聞
の
自
然
的
情
愛
関
係
に
反
す
る
行
為

者
の
「
よ
り
邪
悪
な
故
意
」
な
い
し
「
よ
り
大
き
な
行
為
の
危
険
性
L

が
徴
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
親
族
殺
人
に
つ
い
て
の
加
重
的
刑
罰
が
な

お
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
第
八

O
入
条
は
、
そ
れ
と
は
逆
の
場
合
、
例
え
ば
、
行
為
者
が
被
殺
者
が
親
族
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
加
重
事
情
が
欠
如
し
て
い
る
が
故
に
、
実
現
さ
れ
た
親
族
殺
人
の
加
重
的
刑
罰
の
滅
軽
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
事
実
に
お
け
る
客
体
の
錯
誤
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
具
体
的
事
実
に
お
け
る
客
体
の
錯
誤
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
テ
ム
メ

Q
O仏
2
5
0
8己主
g

p
骨
己
)
O
ロ白

E
巴
出
口
σ巾
江
口
印
、
叶
冊
目
B

O
〉
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
客
体
の
錯
誤
は
処
罰
に
何
ら
相
違
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
上
記
の
規

定
は
親
族
殺
人
に
つ
い
て
の
例
外
規
定
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
客
体
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
故
意
既
遂
犯
が

原
則
的
に
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
、
親
族
殺
人
に
つ
い
て
も
等
し
く
発
生
結
果
に
対
す
る
故
意
既
遂
犯
が
成
立
す
る
が
、
第
八

O
七
条
お
よ
び
第

八
O
八
条
の
規
定
に
よ
り
例
外
的
に
行
為
者
に
主
観
的
側
面
を
考
慮
し
て
刑
の
加
重
な
い
し
減
軽
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
第
八

O
七
条
に
関
し
て
は
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
行
為
者
の
故
意
は
発
生
し
た
普
通
殺
人
に
つ
い
て
成
立
す
る

の
か
あ
る
い
は
意
図
し
た
親
族
殺
人
に
つ
い
て
成
立
す
る
の
か
、
と
い
ラ
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
従
来
の
伝
統
的
な
客
体
の
錯
誤
の
処
理
の
仕
方
、
あ
る
い
は
親
族
殺
人
に
つ
い
て
と
く
に
規
定
を
設
け
た
点
な
ど
か
ら
し
て
、
故
意
の
成
否

は
も
っ
ぱ
ら
発
生
結
果
と
の
関
係
で
の
み
問
題
と
さ
れ
、
故
意
者
の
主
観
は
処
罰
の
点
で
の
み
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
方
法
の
錯
誤
L

に
関
し
て
は
、
本
法
典
は
直
接
的
な
規
定
を
も
た
な
い
。
こ
こ
で
も
、
従
来
の
普
通
法
学
の
支
配
的
見
解
か
ら
推
し
て
、
方

法
の
錯
誤
な
故
意
を
阻
却
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ン
メ
の
よ
う
な
見
解
が
一
八

O
O年
当
時
に
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
い
た
の
か
は
、
残
念
な

が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
し
得
な
い
ハ
な
お
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
ク
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
l
の
見
解
に
つ
き
、
本
章
第
二
節

ω一
参
照
〉
。

第
三
節

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
語
領
邦
に
お
け
る
刑
法
典

(1) 

バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
ほ
か

バ
イ
エ
ル
ン
で
は
、

事実の錯誤に関する学説史的考察(四〉

一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
当
時
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
に
し
て
宮
廷
顧
問
官
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ー

ト
(
の
色
E
凹
匡
。
貯
の
国
印

U
R
E
a
g
n
y
g門
戸
口

S
I
Z
N
b
の
手
に
な
る
一
八

O
二
年
の
い
わ
ゆ
る
『
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
卜
草
案
』
が
起
草
さ

れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
ラ
ン
ヅ
フ
l
ト
大
学
教
授
に
し
て
宮
廷
顧
問
官
で
あ
っ
た
「
近
代
刑
法
学
の
父
L

フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
(
司
出
口
二

o
Eロロ

〉
ロ
白
色
ヨ
〈
。
ロ
司

2
0号
R
F
H
コ印
l
E
ω
ω
)
が
手
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
草
案
の
第
一
部
「
犯
罪
と
刑
罰
に
つ
い
て
L

の
第
一
編
寸
犯
罪
と
刑
罰
に
関
す
る
総
則
L

第
二
章
「
犯
罪
一
般
に

つ
い
て
L

に
お
い
て
、
犯
罪
は
、
そ
の
張
本
人
〔
行
為
者
〕
が
行
為
時
に
そ
の
理
性
を
完
全
に
行
使
す
る
£

8
4
o
z
g
の
与

E
R
V
門回目的〈巾

5
5片

E
Z己
場
合
に
の
み
、
完
全
な
処
罰
が
可
能
で
あ
り
〈
第
一
七
条
)
、
理
性
行
使
の
程
度
が
少
な
く
な
る
に
応
じ
て
、
通
常
刑
は
滅
軽
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
第
一
八
条
)
と
さ
れ
、
「
こ
の
理
性
行
使
が
剥
奪
さ
れ
た
場
合
L

に
つ
い
て
の
責
任
能
力
規
定
(
第
一
九
条
な
い
し
第
二
三
条
〉

の
後
に
、
故
意
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
禁
止
さ
れ
た
行
為
を
悪
し
き
故
意
を
も
っ
て
(
自
芹

σα
印
-wzg〈
2
8
R巴
企
て
る
」

者
の
み
が
、
完
全
な
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
得
る
(
第
二
四
条
)
の
で
あ
り
、
悪
し
き
故
意
を
認
め
る
に
は
、
行
為
者
が
「
当
該
行
為
が
法
律
に
よ
っ

て
刑
罰
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
か
っ
、
か
よ
う
な
認
識
に
も
拘
ら
ず
当
該
行
為
を
遂
行
す
る
L

こ
と
が
必
要
で
あ
る
(
第
二
五
条
)

が
、
「
具
体
的
刑
罰
」
(
毛
色

nyoσ
巾印

OEqoω
可
国
内
巴
の
認
識
は
必
要
で
は
な
く
(
第
二
六
条
)
、
行
為
の
「
目
的
」
(
己
負
N
d司

R
巴
も
問
わ
な

い
(
第
二
七
条
)
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
為
者
が
完
全
な
理
性
行
使
を
為
し
う
る
状
態
で
故
意
的
行
為
を
為
し
た
な
ら
ば
、
「
行
為
の
必
然

的
結
果
」
(
庄
町
口

o
z
g
a
m
g明。]拘
g
門
出
自
白
岡
田
出
足
]
ロ
ロ
吃
は
故
意
と
し
て
帰
責
さ
れ
(
第
二
八
条
)
、
「
主
た
る
所
為
の
付
随
的
結
果
L

(

包
含
B

F)百
四
ロ
色
白
吋
国
自
立
任
主
)
は
、
そ
の
結
果
を
予
見
し
か
っ
発
生
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
限
り
で
故
意
に
よ
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
(
第
二
九
条
〉
、

105 
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結
果
を
予
見
あ
る
い
は
意
欲
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
結
果
発
生
が
通
常
の
人
聞
の
理
解
力
を
も
っ
て
し
て
予
見
し
得
た
限
り
で
過
失
と
し

て
帰
責
さ
れ
る
(
第
三

O
条
〉
。

さ
て
、
我
々
の
課
題
で
あ
る
錯
誤
に
関
す
る
規
定
は
、
同
じ
く
第
一
部
の
第
六
章
「
刑
罰
が
免
除
、
滅
軽
あ
る
い
は
加
重
さ
れ
る
諸
事
由
」
の

第
二
七
五
条
な
い
し
第
二
八
一
条
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
七
六
条
か
ら
第
二
八

O
条
ま
で
は
法
律
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、

「
法
律
の
不
知
」
は
原
則
と
し
て
免
責
さ
れ
得
な
い
が
ハ
第
二
七
六
条
お
よ
び
第
二
七
七
条
〉
、
例
外
的
に
、
臣
民
が
法
律
を
知
り
え
な
か
っ
た
場

合
〈
第
二
七
八
条
お
よ
び
第
二
七
九
条
〉
、
あ
る
い
は
、
外
国
人
ま
た
は
旅
行
者
で
当
該
ラ
ン
ト
の
法
律
を
知
り
得
る
状
況
に
な
か
っ
た
場
合
(
第

二
八

O
条
〉
に
は
免
責
さ
れ
得
る
と
規
定
す
る
。
事
実
の
錯
誤
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
七
五
条
と
第
二
八
一
条
で
あ
る
。
そ
れ
は
‘

以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
第
二
七
五
条
誰
か
あ
る
者
が
錯
誤
か
ら

2
5
可

a
g
g〉
犯
罪
を
犯
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
悪
意
あ
る
故
意
の
刑
罰
は
生
じ
得
な
い
が
、
過

失
の
刑
罰
は
認
め
ら
れ
、
そ
の
重
さ
は
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
L

〔
傍
線
|
引
用
者
〕

寸
第
二
八
一
条
犯
罪
が
所
為
事
情
の
不
知
か
ら

2
5
Cロ
項
目
的
児
三
百
戸
同
冊
目
白
巾
印
、
H
，
E
E
B印
宮
ロ
母
印
〉
為
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
不
知
は

悪
し
き
故
意
を
困
却
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
量
定
さ
れ
た
過
失
の
刑
罰

が
科
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
〔
傍
線
l
引
用
者
〕

こ
の
第
二
七
五
条
と
第
二
八
一
条
と
は
、
一
方
が
寸
錯
誤
」
、
他
方
が
「
所
為
事
情
の
不
知
L

と
い
う
よ
う
に
用
語
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
実

質
的
に
は
同
じ
趣
旨
の
条
文
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
第
二
七
五
条
に
対
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
次
の
二
点
を
理
由
に
誤
り
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
①
錯
誤
は
故
意

の
刑
罰
を
根
拠
づ
け
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
に
真
実
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
②
錯
誤
が
責
な
き
も
の
で
あ
り
か
つ
犯
罪
が
存
在
す

る
唯
一
の
原
因
で
あ
る
な
ら
ば
、
錯
誤
も
す
べ
て
の
可
罰
性
を
阻
却
し
う
る
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
①
の
具
体
的
説
明
と
し
て
、
「
客
体
の
錯
誤
」

の
事
例
を
挙
げ
、
人

Q
R
g己
あ
る
い
は
物

G
R
Z〉
に
お
け
る
単
な
る
錯
誤
は
ド
ル
ス
を
阻
却
し
え
な
い
と
し
、
②
の
説
明
と
し
て
、
夫
の

死
亡
証
明
書
を
受
け
取
っ
た
妻
が
他
の
男
と
婚
姻
し
た
が
そ
の
夫
は
生
き
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
妻
は
過
失
に
よ
る
重
婚
で
は
処
罰
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
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き
て
、
『
一
八
二
二
年
波
ィ
エ
ル
ン
刑
法
典
』

(ω

屯
3
0
5
5寄
仏

2
5口町
manyEos-Eω)
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

ハ
の
起
草
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
心
理
強
制
説
」
を
刑
罰
論
の
基
礎
と
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
故
意
を
定
義
し
て
、
「
法
律

違
反
の
認
識
を
伴
う
、
目
的
と
し
て
の
一
定
の
権
利
侵
害
へ
の
欲
求
力
(
意
思
)
の
決
定
L

と
言
う
。
彼
は
、
意
思
と
欲
求
力
を
同
一
視
し
、
権

利
侵
害
を
行
為
の
目
的
と
し
た
場
合
だ
け
を
故
意
と
し
、
換
言
す
れ
ば
、
「
直
接
故
意
L

だ
け
を
故
意
と
し
、
「
間
接
故
意
L

を
否
定
し
、
さ
ら
に
、

故
意
に
刑
罰
法
規
の
認
識
を
要
求
し
た
。
彼
は
、
故
意
の
二
形
式
と
し
て
、
「
確
定
故
意
」
£
o-cm
仏
2
q
g
E巳
5
〉
と
「
不
確
定
故
意
な
い
し

未
必
の
故
意
」
(
仏

o-5円
E
2
R
B吉
田
吉
田
∞
・

2
8
E丘
町
)
と
を
区
別
し
、
確
定
故
意
と
は
一
個
の
違
法
結
果
を
直
接
的
か
つ
最
終
的
な
目
的
と

す
る
場
合
で
あ
る
の
に
対
し
、
不
確
定
故
意
と
は
数
個
の
権
利
侵
害
に
つ
き
行
為
者
の
意
図
が
択
一
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を
言
う
と
す
る
。

こ
れ
以
外
に
故
意
は
あ
り
得
な
い
と
し
、
と
り
わ
け
間
接
故
意
の
理
論
を
非
難
し
た
。
間
接
故
意
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
「
故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
L

P
己

匂

白

色

O
Z
己
巾
門
司
自
由
ロ
色
色
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
か
よ
う
な
学
説
の
影
響
を
受
け
、
一
八
一
三
年
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
は
、
故
意
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
誰
か

あ
る
者
が
、
自
分
の
行
為
か
ら
発
生
し
た
犯
罪
の
惹
起
を
、
当
該
行
為
の
目
的
ま
た
は
意
図
と
し
て
企
図
し
、
か
っ
、
そ
の
際
か
か
る
決
意
の
違

法
性
と
可
罰
性
を
意
識
し
て
い
た
な
ら
ば
、
犯
罪
は
違
法
な
故
意
(
含

]5〉
を
も
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
(
第
三
九
条
第
一
項
)
、
と
。
そ

し
て
、
か
よ
う
な
狭
い
故
意
概
念
か
ら
生
ず
る
実
務
上
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
、
第
四
三
条
は
故
意
の
推
定
規
定
を
設
け
、
さ
ら
に
、
第
四

一
条
は
不
確
定
故
意
に
つ
き
、
第
四
二
条
は
故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
に
つ
き
規
定
す
る
。

本
法
典
で
は
、
「
法
律
の
錯
誤
」
に
つ
き
、
第
五
章
「
可
罰
性
阻
却
事
由
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
そ
の
〔
法
律
の
〕
不
知
が
克
服
し
難
く
責

な
き
も
の
で
あ
り
、
当
該
行
為
を
許
さ
れ
か
つ
処
罰
さ
れ
な
い
と
信
じ
た
る
と
き
L

に
は
、
そ
も
そ
も
帰
責
性
が
欠
け
不
可
罰
と
さ
れ
る
(
第
一

二
一
条
第
六
号
〉
。
こ
の
点
で
は
、
心
理
強
制
説
の
理
論
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
法
律
の
不
知
の
抗
弁
に
よ
り
刑
事
司

法
の
実
践
的
要
求
と
矛
盾
す
る
点
を
考
慮
し
、
重
要
な
特
別
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
二
二
条
の
原
則
的
規
定
の
適
用
を
限
定
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
九
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
「
刑
罰
の
種
類
お
よ
び
程
度
に
の
み
関
わ
る
錯
誤
ま
た
は
不
知
」
は
「
可
罰
性
の
意
識
」
に
と
っ

て
意
味
が
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
一
条
で
は
、
「
本
法
典
に
お
い
て
可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
、
刑
罰
法
規

の
存
在
に
関
す
る
不
知
を
抗
弁
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
白
痴
、
大
愚
鈍
な
い
し
そ
の
他
同
様
の
精
神
的
欠
陥
が
か
よ
う
な
抗
弁
の
裏
付
け
と
な
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ら
な
い
限
り
、
そ
の
抗
弁
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
L

と
規
定
さ
れ
、
法
律
の
不
知
の
抗
弁
は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

我
々
の
主
題
で
あ
る
「
事
実
の
錯
誤
」
に
つ
き
、
本
法
典
は
第
四
二
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

寸
第
四
二
条
故
意
に
よ
る
犯
罪
者
が
、
一
定
の
事
情
の
錯
誤
ま
た
は
不
知
の
故
に
、
自
己
の
行
為
の
可
罰
性
を
加
重
す
べ
き
性
質
を
知
ら
ず
、

意
図
し
た
よ
り
も
重
い
犯
罪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
犯
罪
者
の
意
図
に
基
づ
く
限
度
で
の
み
、
当
該
行
為
は
そ
の
違
法
な
故
意
に
帰
責
さ
れ
る
。
」

こ
の
規
定
は
前
述
し
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「
故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
可
罰
性
の
加
重
事
情
に
関
す
る
錯

誤
は
故
意
を
阻
却
し
、
「
犯
罪
者
の
意
図
に
基
づ
く
限
度
で
L

す
な
わ
ち
行
為
者
の
認
識
の
限
度
で
故
意
に
帰
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
第
七
二
条
に
よ
れ
ば
、
構
成
要
件
的
に
重
要
な
所
為
事
情
に
関
す
る
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
そ
の
錯
誤
が
落
ち
度
な
き
(
責
な
き
〉
場

合
は
可
罰
性
を
阻
却
し
、
非
難
可
能
な
(
責
あ
る
〉
場
合
は
過
失
の
ゆ
え
の
処
罰
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た。
「
第
七
二
条
所
為
事
情
の
不
知
か
ら
自
己
の
行
為
の
可
罰
性
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
相
当
な
照
会
ま
た
は
熟
慮
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ

て
か
よ
う
な
不
知
を
招
い
た
違
反
者
は
し
か
し
、
過
失
に
よ
る
違
警
罪
に
よ
り
処
罰
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
違
反
者
が
正
し
い
認
識
に
達
し
得
な
か
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
認
識
を
得
る
た
め
に
自
己
の
関
係
、
事
情
、
能
力

に
照
ら
し
可
能
な
事
を
為
し
た
る
と
き
は
、
か
よ
う
な
不
知
は
違
反
者
の
責
に
は
帰
せ
ら
れ
な
い
。
」

三
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
そ
の
後
、
錯
誤
に
関
す
る
規
定
は
、
ゲ
ン
ナ

l
(
Z
-
w
O戸
田
口
凹
吋
『
包
量
一
5
4
0
ロ
の
αロ
ロ
巾
円
〉
の
起
草
し
た
一
八
二
二
年

『
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
刑
法
典
草
案
』
の
第
六
九
条
な
い
し
第
七
二
条
、
一
八
二
四
年
の
い
わ
ゆ
る
『
刑
法
典
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
草
案
』
の
第
一

編
第
四
部
第
一
四
条
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
4
8
P
E
H乱
含
在
己
に
よ
る
一
八
二
七
年
『
刑
法
典
修
正
草
案
』
の
第
六
二
条
な
い
し
第
六
七
条
、

シ
ュ
テ
ュ
ル
ツ
ェ
ル

G
B
R
R〉
に
よ
る
一
八
三
一
年
『
刑
法
典
草
案
』
の
第
八
六
条
な
い
し
第
九
O
条
、
一
八
五
四
年
の
『
重
罪
と
軽
罪
に
関

す
る
法
典
草
案
』
の
第
五
九
条
お
よ
び
第
六

O
条
、
そ
し
て
、
一
八
六

O
年
『
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
刑
法
典
草
案
』
の
第
七
一
条
お
よ
び
第
七
二
条

な
ど
を
経
て
二
八
六
一
年
『
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
刑
法
典
』
〈

ω昨
日
常
2
2谷
口
岳
皆
同
色
自
問
α巳
鳴

any
∞
者
冊
目
・
〉
g
E
n
Z
〉
g宮
Z-
民
自
〉

の
第
六
九
条
お
よ
び
第
七

O
条
に
結
実
し
た
。

一
八
六
ー
一
年
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
刑
法
典
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
影
響
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
変
更
し
、
そ
れ
に
歩
み
寄
る
も



の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
故
意
・
過
失
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
事
実
の
錯
誤
規
定
に
対
応
す
る
規
定
は
、
後
に
検
討
す

る
帝
国
刑
法
典
第
五
九
条
の
規
定
に
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
第
六
九
条
お
よ
び
第
七

O
条
の
文
言
は
す
で
に
一
八
五
四
年
草
案
お
よ
び
一

八
六

O
年
草
案
の
中
に
見
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
錯
誤
な
い
し
不
知
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

「
第
六
九
条
誰
か
あ
る
者
が
、
行
為
の
際
に
、
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
行
為
の
可
罰
性
が
条
件
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
所
為
事
情
を
認
識
し
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
は
不
可
罰
で
あ
る
。

そ
の
存
在
に
よ
っ
て
行
為
の
可
罰
性
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
所
為
事
情
が
行
為
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
よ
う
な
事
情
は
処

罰
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
な
い
。
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具
体
的
な
場
合
に
過
失
の
故
の
処
罰
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
べ
き
か
は
、
本
法
第
二
部
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
量
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

「
第
七

O
条
刑
罰
法
規
そ
の
も
の
の
存
在
あ
る
い
は
刑
罰
の
種
類
な
い
し
程
度
に
関
す
る
不
知
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
行
為
は
良
心
あ

る
い
は
信
仰
に
よ
れ
ば
許
容
さ
れ
て
い
る
と
の
考
え
、
最
後
に
、
・
行
為
へ
と
決
心
さ
せ
た
最
終
目
的
あ
る
い
は
動
機
は
、
可
罰
性
を
阻
却
す
る
も

の
で
は
な
い
。
」

第
七

O
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
一
八
一
一
一
一
年
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
お
い
て
故
意
に
要
求
さ
れ
て
い
た
「
刑
罰
法
規
の
認
識
」
は
も
は
や
不
要

と
さ
れ
、
こ
の
限
り
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
理
論
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

四
『
一
八
一
四
年
九
月
一

O
日
付
)
生
ア
ン
プ
ル
ク
刑
法
典
』

(
ω
E
m
3
S
E
E
骨

F
R
o
m
-
5
1
F
Z
E
Q
E
E位
m
n
y
S

F一
口
仏
巾

4
0
B
E・
ω巾
U
Z
B
}
u
q
H∞Hh)
も
j

一
八
一
三
年
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
を
置
い
て
い
た
。
故
意
に
関
す
る
第
五
二

条
な
い
し
第
五
七
条
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
三
九
条
な
い
し
第
四
四
条
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
オ
ル
司
ア
ン
プ
ル
ク
の
第
五
五
条
第
一
項
で

は
、
誰
か
あ
る
者
が
寸
一
定
の
事
実
に
関
す
る
」
錯
誤
か
ら
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
行
為
の
性
質
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
は
故
意

へ
と
帰
責
さ
れ
え
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
七
一
条
は
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
で
は
削
除
さ
れ
、
ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン

の
第
七
二
条
に
相
応
す
る
の
は
第
六
六
条
で
あ
る
。
行
為
の
可
罰
性
を
認
識
す
る
能
力
な
き
者
に
関
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
一
一
一

O
条
三
号
、
お

よ
び
避
け
え
な
い
責
な
き
法
律
の
錯
誤
に
関
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
二
二
条
六
号
に
相
応
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
一
五
条
三
号
お
よ
び
第
(
初
)

一
二
六
条
第
六
号
で
あ
る
。
過
失
に
つ
い
て
も
、
第
五
八
条
な
い
し
第
六
六
条
は
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
六
四
条
な
い
し
第
七
四
条
に
一
致
し
て
い
る
。
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一
日
一
八
三
八
年
三
月
三

O
日
の
ザ
ク
セ
ン
王
国
刑
法
典
』

(
P
E
s
-
m
B
E
E
n
y
B
ニ
2

5巳
3

5

E
♀
3
4
0
g
g
(窓
口

)
5円
N

H

∞
ω
∞
)
は
、
故
意
に
つ
き
、
「
故
意
に
為
さ
れ
た
法
律
違
反
行
為
に
お
い
て
、
行
為
者
が
、
当
該
発
生
結
果
を
意
図
し
た
の
で
な
く
、
そ
れ
か
ら
生

じ
得
る
同
種
あ
る
い
は
別
種
の
権
利
侵
害
の
惹
起
を
意
図
し
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
、
当
該
行
為
の
性
質
か
ら
し
て
行
為
者
に
お
け
る
発
生

結
果
の
予
見
が
当
然
に
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
生
結
果
は
行
為
者
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
L

〈第一一一

一
条
〉
と
規
定
し
た
。
本
法
典
は
こ
こ
で
故
意
概
念
を
拡
張
し
、
直
接
故
意
と
並
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
不
確
定
故
意
お
よ
び
間
接
故
意
を
故
意
の
中

に
編
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
失
は
「
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
」
可
罰
的
で
あ
る
(
第
三
八
条
)
、
と
し
て
い
る
。

「
錯
誤
L

に
関
し
て
は
、
第
六
八
条
で
、
そ
れ
を
可
罰
性
阻
却
事
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
第
六
八
条
さ
ら
に
、
そ
の
者
に
責
な
く
知
ら
れ
ざ
る
事
実
的
な
事
情
の
ゆ
え
に
可
罰
的
な
行
為
を
そ
れ
自
体
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
行
為
と

信
じ
て
為
す
者
は
、
処
罰
さ
れ
な
い
。
行
為
者
に
知
ら
れ
ざ
る
事
情
が
可
罰
性
を
加
重
す
る
に
す
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
処
罰
に
際
し
、
行
為
は

行
為
者
の
認
識
の
限
度
で
の
み
帰
責
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
た
る
行
為
が
良
心
あ
る
い
は
宗
教
に
よ
り
許
さ
れ
て

い
る
と
の
誤
想
に
よ
っ
て
も
、
刑
罰
の
種
類
な
い
し
程
度
に
関
す
る
不
知
に
よ
っ
て
も
、
〔
あ
る
い
は
〕
行
為
へ
と
決
定
づ
け
る
動
機
な
い
し
最
終

目
的
の
如
何
に
よ
っ
て
も
、
行
為
の
可
罰
性
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」
〔
傍
線
|
引
用
者
〕

こ
こ
で
は
、
可
罰
性
の
認
識
で
は
な
く
、
禁
止
自
体
の
認
識
が
故
意
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
一
八
一
三
年
バ
イ
エ
ル
ン

刑
法
典
で
は
、
そ
の
解
釈
に
つ
き
疑
問
が
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
可
罰
性
の
認
識
」
が
故
意
の
要
件
と
さ
れ
て
い
た
点
で
、
本
法
典
と
好
対

照
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
事
実
的
な
事
情
の
責
な
き
不
知
・
錯
誤
に
も
と
づ
く
「
法
律
の
錯
誤
L

を
規
定
す
る
に
す
ぎ
ず
、
責
あ
る
〔
な

い
し
落
ち
度
あ
る
〕
錯
誤
に
つ
い
て
は
故
意
と
過
失
に
関
す
る
一
般
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
責
あ
る
法
律
の

錯
誤
は
故
意
を
阻
却
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
、
〔
刑
罰
〕
加
重
事
情
に
関
す
る
錯
誤
は
行
為
者
の
認
識
の
限
度
で
の
み
帰
責
さ
れ
、
単
な

る
刑
罰
の
種
類
な
い
し
程
度
に
関
す
る
錯
誤
な
ど
も
可
罰
性
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
点
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
四
二
条
お
よ
び
第
三

九
条
第
一
項
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
条
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
原
則
が
、
例
え
ば
、
窃
盗
犯
が
意
図
し
た
よ
り
も
多
額
の
物
品
を
盗
ん
だ
場
合
に

も
、
そ
の
総
額
に
つ
い
て
故
意
帰
責
が
肯
定
さ
れ
る
限
り
で
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
の
は
、
け
だ
し
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
一
八
五
五
年
八
月
一
一
日
の
ザ
ク
セ
ン
刑
法
典
』
(
日
目
ぽ

g
2
N
E
n
y
B吋
仏
器
開
α巳
唱

anFω
田

n
E
2
4
0
5
H
H
(芯
ロ
)
〉
口
明
再
出
印
印
)
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で
は
一
八
三
八
年
刑
法
典
が
一
部
修
正
さ
れ
、
「
違
法
な
故
意
お
よ
び
無
思
慮
(
ロ
ロ

σ
a
R耳
目
g
w
o
X
)
に
つ
い
て
L

の
諸
規
定
(
第
四
六
条
な

い
し
第
四
九
条
)
に
お
い
て
、
故
意
は
「
確
定
故
意
(
直
接
故
意
)
と
不
確
定
故
意
L

で
あ
る
と
さ
れ
、
不
確
定
故
意
に
未
遂
は
あ
り
え
な
い
と

さ
れ
(
第
四
七
条
)
、
ま
た
、
意
図
し
た
範
囲
を
超
え
て
権
利
侵
害
結
果
が
発
生
し
た
場
合
は
無
思
慮
の
責
任
を
負
う
と
し
て
間
接
故
意
規
定
が
「
故

意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
」
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
た
点
で
、
一
定
の
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
過
失
に
つ
い
て
は
以
前
と
同
様
、
法
律
の
特
別
の
規
定

が
あ
る
場
合
に
の
み
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
行
為
者
に
特
別
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
行
為
者

に
普
通
の
注
意
〔
義
務
〕
以
外
の
も
の
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
〔
第
四
八
条
第
二
項
〕
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
て
、
寸
錯
誤
」
に
関
し
て
は
第
九
五
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
刑
罰
を
基
礎
づ
け
あ
る
い
は
可
罰
性
を
加
重
す
る
事
情
に
関
す
る

錯
誤
な
い
し
不
知
は
、
「
そ
れ
が
行
為
に
影
響
を
与
え
る
限
り
で
帰
責
を
阻
却
す
る
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
錯
誤
が
「
行
為
者
の
人
格
な
い
し

行
為
の
性
質
に
応
じ
て
行
為
者
に
要
求
さ
れ
る
注
意
〔
義
務
〕
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
避
け
得
た
」
場
合
に
は
、
過
失
に
よ
る
処
罰
が
可
能
で

あ
る
。
刑
罰
法
規
の
不
知
は
、
良
心
な
い
し
宗
教
に
よ
り
行
為
は
許
容
さ
れ
あ
る
い
は
賞
揚
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
誤
想
と
同
様
、
免
責

〔犯〉

さ
れ
え
な
い
。
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か
よ
う
な
規
定
の
解
釈
と
し
て
、
寸
客
体
の
錯
誤
」
は
行
為
者
の
有
利
に
は
働
か
な
い
、
と
の
結
論
が
導
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

錯
誤
が
「
行
為
に
影
響
を
与
え
る
限
り
で
L

と
い
う
文
言
の
解
釈
上
、
「
A
が
C
を
殺
害
す
る
も
の
と
信
じ
て

B
を
殺
害
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う

な
錯
誤
は
行
為
に
何
の
影
響
も
持
た
な
い
が
故
に
」
、
客
体
の
錯
誤
の
場
合
、
こ
の
規
定
に
よ
り
行
為
者
に
有
利
に
は
適
用
さ
れ
得
な
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
、
と
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゲ
ス
ラ
l

(
、H
d・
の
ゆ
巴
ゆ
吋
)
も
、
こ
の
規
定
は
客
体
の
錯
誤
に
関
す
る
も
の
と
し
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
、
直
接
的
な
い
し
明
確
な
規
定
で
あ
る
と
言
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
一
八
三
九
年
三
月
一
日
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
刑
法
典
』

(ω
昨
日
町
2
2
N
E
n
v
E司
仏
日
開
α
E
m円
包
岳
巧
ロ
ユ
5
5
Z認
さ
B
H・
富
山
R

E
S〉
は
故
意
の
定
義
規
定
を
持
た
ず
、
第
五
六
条
で
は
、
い
わ
ゆ
る
寸
概
括
的
故
意
し
に
つ
き
、
寸
行
為
者
が
第
二
行
為
の
際
に
な
お
当
該
権
利

侵
害
へ
と
向
け
ら
れ
た
故
意
を
前
提
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
〔
行
為
者
の
〕
想
定
で
は
す
で
に
完
了
さ
れ
た
犯
罪
を
い
ま
だ
否
認
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
に
は
」
等
し
く
故
意
へ
と
帰
責
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
第
五
七
条
は
、
ア
オ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
意
味
で
の
不
確
定
故
意
を
規
定

し
て
い
る
。
第
五
八
条
は
、
過
失
を
「
注
意
あ
る
い
は
思
慮
」
を
欠
い
た
「
意
思
な
き
権
利
侵
害
L

と
し
、
第
五
九
条
は
「
認
識
あ
る
過
失
L

と
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「
認
識
な
き
過
失
」
を
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
第
六

O
条
は
「
故
意
と
過
失
の
併
発

L
Q
z
g
B
B
g
q巾
民
自
〉
す
な
わ
ち
「
故
意
に
規
定
さ
れ
た

過
失
」
を
規
定
す
る
。

寸
法
律
の
錯
誤
L

に
つ
い
て
は
、
第
九
九
条
が
、
一
八
一
三
年
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
第
三
九
条
第
一
項
と
は
違
い
、
可
罰
性
の
意
識
(
な
い
し

「
刑
罰
法
規
の
認
識
L
〉
は
故
意
に
と
っ
て
不
要
で
あ
り
、
刑
罰
法
規
の
不
知
が
行
為
者
に
と
り
全
く
責
任
の
な
い
場
合
に
の
み
、
例
外
的
に
刑
罰

が
阻
却
さ
れ
る
と
す
る
。
「
事
実
の
錯
誤
し
に
つ
い
て
は
、
第
一

O
O条
が
、
刑
罰
を
基
礎
づ
け
あ
る
い
は
可
罰
性
を
加
重
す
る
所
為
事
情
の
不
知

は
故
意
を
阻
却
す
る
と
す
る
。
「
客
体
の
錯
誤
」
お
よ
び
「
方
法
の
錯
誤
」
に
関
す
る
直
接
的
な
規
定
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

『
一
八
四

O
年
八
月
八
日
の
ハ
ノ
l
フ
ァ

l
刑
法
典
』

(
Q
E
-
s
-
m
2
2
N
E
n
F
B円
仏
自
問
α包
唱
冊
目
。
町
出
回
ロ
ロ
0
4
0
3
0
5
∞・〉ロ

m
g
Z∞ち〉

は
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
重
要
な
改
変
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
第
四
一
条
は
、
「
違
法
な
故
意
と
は
、
刑
罰
法
規
に
違
反
す

る
行
為
を
そ
れ
が
許
さ
れ
.
さ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
遂
行
す
る
決
意
で
あ
る
L

と
定
義
す
る
。
こ
こ
で
は
、
①
目
的
な
い
し
意
図

Q
当

R
W
ロ
昆

〉
Z
R
F
C
と
い
う
表
現
に
替
え
、
決
意
向
ロ
g
n
y
z
g
を
故
意
の
本
質
と
捉
え
、
さ
ら
に
、
②
可
罰
性
の
意
識
・
で
は
な
く
、
「
行
為
の
許
さ
れ
.
さ

る
こ
と
「
禁
止
の
意
識
し
で
足
り
る
、
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
故
意
の
定
義
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
立
法
過

程
で
争
わ
れ
、
ま
た
、
「
禁
止
の
意
識
」
で
足
り
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
可
罰
性
の
意
識
を
要
求
す
べ
し
と
の
主
張
も
根
強
か
っ
た
模
様
で
あ

る
。
ブ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
故
意
を
極
め
て
狭
く
理
解
し
た
た
め
、
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
で
は
実
務
上
の
困
難
を
克
服
す
ベ
く
故
意
の
推
定
規
定

が
置
か
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
ハ
ノ
l

フ
ァ
ー
で
は
、
そ
の
第
四
二
条
は
、
裁
判
官
は
寸
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
注
意
深
く
考
慮
し
て
」
故
意
か

過
失
の
い
ず
れ
が
存
す
る
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
明
確
に
故
意
の
推
定
を
斥
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
第
四
三
条
で
は
間
接
故

意
が
規
定
さ
れ
、
故
意
に
不
正
行
為
に
関
与
し
た
行
為
者
に
つ
い
て
故
意
の
推
定
を
事
実
上
認
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
を
除
け
ば
、
第
四
四
条
が

故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
故
意
の
推
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
第
四
三
条
は
古
い
間
接
故
意
の
理
論
の
残

浮
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

寸
事
実
の
錯
誤
」
に
関
し
て
は
、
第
四
五
条
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
四
二
条
が
規
定
す
る
場
合
に
加
え
、
さ
ら
に
、
行
為
者
が
一
定
の
事
実
に

関
す
る
錯
誤
の
ゆ
え
に
、
「
行
為
者
の
企
図
す
る
可
罰
的
犯
罪
を
惹
起
す
べ
き
行
為
の
性
質
、
も
し
く
は
、
彼
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
方
法
の
性
質

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
L

場
合
に
も
、
行
為
者
の
意
図
に
基
づ
く
限
度
で
の
み
故
意
帰
責
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
の
が
注
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八
千
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九
七
九
年
)
五
頁
以
下
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中
義
勝
寸
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
心
理
強
制
説
と
人
間
像
」
関
西
大
学
法
学
論
集
三

O
巻
三
号
(
一
九
八

O
年
)
一
頁
以
下
〔
後
に
、
同

『
刑
法
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け
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ル
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『
ド
イ
ツ
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刑
法
綱
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か
ら
(
一

)
l
(
五
・
完
〉
」
警
察
研
究
四
八
巻
一
一
号
(
一
九
七
七
年
〉
i
四
九
巻
三
号
(
一
九
七
八
年
)
、
お
よ
び
、
西
村
克
彦
訳
「
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
刑
法
各
論
|
|
『
ド
イ
ツ
普
通
刑
法
綱
要
』
第
二
編
|
(
上
)
・
(
下
)
L

青
山
法
学
論
集
二
二
巻
一
号
、
二
号
(
一
九

八
O
年
)
が
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る
。
。
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ω-AF∞同・

川
端
博
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違
法
性
の
認
識
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い
て
(
一
ど
明
治
大
学
法
律
論
叢
四
七
巻
二
号
(
一
九
七
五
年
〉
七
一
一
八

O
頁
参
照
。

(
ロ
)
旬
。
ロ
21σ
白

nvuFmvユucnvw明
日
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(
日
)
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巾
ロ
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円、命日時
σロ
nFb
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(ω-HH町一)・

も
っ
と
も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
λ

ッ
ハ
は
、
行
為
者
が
行
為
の
結
果
を
意
識
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
結
果
は
故
意
に
帰
責
さ
る
べ
し
と
言

ぃ
、
こ
の
限
り
で
は
間
接
故
意
を
認
め
て
い
る
。
〈
也
・
の
呂
昆
E
F
同・同・

9
・
ω-HOω
〉ロ
B
-
H・

故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
に
お
い
て
は
、
故
意
行
為
と
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
〔
加
重
〕
結
果
と
の
観
念
的
競
合
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
は
後
に
は
犯
罪
競
合
論
へ
と
解
消
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
〈
m-・
の
ゆ
回
一
]
巾
ア
吋
『
了
口

σ
q

門
同
巾
ロ
∞
昌
司
町
民
ロ
ロ
円
二
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巾
〉
ユ
g
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冊
目
口
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5
w
E
S
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E円山
z
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H
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0
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N
S
R
な
お
、
丸
山
雅
夫
『
結
果
的
加
重
犯
論
』
(
成
文
堂
・

一
九
九

O
年
〉
一
八
八
頁
以
下
参
照
。

ハ
M
)

さ
ら
に
、
同
条
第
二
項
で
は
、
寸
前
項
の
場
合
、
公
刑
罰
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
る
事
柄
が
良
心
ま
た
は
宗
教
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る

と
い
う
想
定
は
勿
論
、
単
な
る
刑
罰
に
種
類
な
い
し
程
度
に
関
す
る
不
知
も
、
さ
ら
に
は
当
該
行
為
へ
と
決
意
せ
し
め
た
最
終
目
的
な
い

し
動
機
の
如
何
も
、
違
法
な
故
意
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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止
Q
槌
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Q
臨
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会
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終
J
ν
ム
JOQ
~
 ~
%
rJ
~
:
"
 
--¥1判記長
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矧
~
溢
!
と
特
後
紘
祈
J
~
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J
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付
制
緩
震

が
時
以
十
余
千
J
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心
1隠
れ
)
~
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:
，
時
屯
H
ミ
心
由
契
ν
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れ
食
、
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H
弐
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れ
く
Q
*
判
~
Q
陸
軍
縮
君
臨
;
惚
~
~
^
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'
-
I
Q
-
í
亡
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Ql
差
縮
ば
吋
心
同
J
ム.，Gl
Q
':R-IQJoQ吋̂

'"主」国」ミヰヰテ。
o
V
 gl. 
d
a
z
u
 Schubert，

 a.a.O.
，
 S.99 
Cヨ
モ
ト
伝
1
0
兵]m(J

(
口
)
"3 
42 
H
a
t
 ein 
vorsatzlicher 

Verbrecher 
aus 
Irrtum 
oder 
U
n
w
i
s
s
巴nheit
uber gewisse 

T
a
t
s
a
c
h
e
n
 diejenige 

Eigenschaft seiner H
a
n
d
l
u
n
g
 nicht g
e
k
a
n
n
t
，
 we
l
c
h
e
 deren Strafbarkeit v

e
r
m
e
h
r
t
，
 so
n
a
c
h
 ein schwereres Verbre. 

c
h
e
n
 b
e
g
a
n
g
e
n
，
 als er b
e
g
e
h
e
n
 wollte
，
 so ist 
i
h
m
 die T
a
t
 nur insoweit z

u
m
 rechtswidrigen Vorsatz anzurechnen

，
 

als sie 
in 
seiner Absicht gegrundet w

a
r." 
(zitiert n
a
c
h
 v.Hippel

，
 VD
A，
 Bd.III
，
 S.4
56.) 

(
出
)
V
g
l. 
v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. 
III
，
 S.4
56 

(
宮
)
"9 
72 
Ein Ubertreter，

 welcher aus Unwissenheit eines T
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
s
 die Strafbarkeit seiner H

a
n
d
l
u
n
g
 nicht 

g
e
k
a
n
n
t ，
 
diese aber durch Unterlassung der erforderlichen E

r
k
u
n
d
i
g
u
n
g
 oder B
e
d
a
c
h
t
s
a
m
k
e
i
t
 selbst verschuldet 

hat ，
 ist 
w
e
g
e
n
 fahrlassiger Ubertretung z

u
 bestrafen 

W
e
n
n
 aber derselbe die richtige Einsicht nicht erlangen konnte

，
 oder w
e
n
n
 er getan hat

，
 wa
s
 i
h
m
 n
a
c
h
 sein 

Verhaltnisse
，
 Um
s
t
a
n
d
e
n
 u
n
d
 Kraften moglich w

a
r
，
 um
 dieselbe z

u
 erlangen

，
 so w
i
r
d
 i
h
m
 solche Unwissenheit 

nicht zur Schuld gerechne
t." 
(zitiert n
a
c
h
 v.Hippel

，
 VD
A
，
 Bd. 
1II， 
S
.4
57.) 

〔
日
)
E
n
t
w
u
r
f
 eines Strafgesetzbuchs

，
 1822
，
 N
 ac
h
d
r
u
c
k
 1988 
(
=
 Kodifikationsgeschichte Strafrecht). 

(;;:j) 
)J
長

f三
時

1婁
Q
i
ミ.{..:!~t'~おれ}~.{..:!誕右手当.，Gl

Q
千J-IQ心。

V
g
l. 
d
a
z
u
 Schubert

，G
e
r
n
o
t
，
 Feuerbachs E

n
t
w
u
r
f
 zu 
e
i
n
e
m
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Strafgesetzbuch fur das Kδnigreich B
a
y
e
r
n
 aus d
e
m
 J
 
ahre 1824 

(
駅
伝
=
=
~
弐
\
ー
ム
・
ふ
司
_
'
(
え
ム
榊
・
ヨ
壬
婚

l

E
 
揺
w

1く
11固

昨
く
干
片
会
入
同
圃
宗
誕
感
1
'
-
'
1
<
"
，
時
れ
れ
く
冊
総
~
Cl:lK困
K
卦
召
盛
揺
・
l
長
<
0
社
)J

C
~
)
 
Revidirter E

n
t
w
u
r
f
 des Straf-Gesetzbuchs

，
 1827
，
 Na
c
h
d
r
u
c
k
 1988 
C
 
== 
Kodifikationsgeschichte Strafrecht) 

;
 

M
o
t
i
v
e
 z
u
m
 revidirten E

n
t
w
u
r
f
 des Strafgesetzbuchs

，
 1827
，
 Na
c
h
d
r
u
c
k
 1988 
C
 
== 
Kodifikationsgeschichte Straf-

recht). 

C
~
)
 
E
n
t
w
u
r
f
 des Strafgesetzbuches

，
 1831
，
 Na
c
h
d
r
u
c
k
 1988 
C== 
Kodifikationsgeschichte Strafrecht) 

;
 Mo
t
i
v
e
 z
u
m
 

Entwurfe des Strafgesetzbuches
，
 1831
，
 N
 achdruck 1988 

C
 
== 
Kodifikationsgeschichte Strafrecht). 

C
~
)
 
E
n
t
w
u
r
f
 des Gesetzbuches uber Verbrechen u

n
d
 Vergehen. N

e
b
s
t
 M
o
t
i
v
e
n
，
 1854
，
 Na
c
h
d
r
u
c
k
 1988. 
C== 
Kodifi-

kationsgeschichte Strafrecht). 

;'::!~' 
AJ Q

~
主r
1
 <
同
!
社
Q
r
制駄-\)単~l!Nt;以l:lK.-r時誕唖(掛総~

CEntwurf des Gesetzbuches uber Verbrechen u
n
d
 

V
e
r
g
e
h
e
n
，
 1851 ;
 Mo
t
i
v
e
 z
u
m
 Entwurfe des Gesetzbuches uber Verbrechen u

n
d
 V
e
r
g
e
h
e
n

，185
1
.
)
役
時
点
~
'
~
!
ì
!
f

J
控
~
。

C
~
)
 
E
n
t
w
u
r
f
 eines Strafgesetzbuches fur das Kδnigreich B

a
y
e
r
n
，
 
1860
，
 
N
 achdruck 1989 C

 
== 
Kodifikationsgeschichte 

Strafrecht) .
 

C
~
)
 

~!ì!f...)理主.←o
*
擦
や
さ
~
'
Stenglein

，
 
M
.
，
 
C
o
m
m
e
n
t
a
r
 uber das Strafgesetzbuch fur das Konigreich B

a
y
e
r
n
，
 
1.Theil 

1861
，
 
2. Theil1862

，
 
N
 achdruck 1989 C

 
== 
Kodifikationsgeschichte Strafrecht)

お
吋
る
CErlautert

von) W
e
i
s
，L
u
d
w
i
g
，
 

Strafgesetzbuch fur das Kδnigreich B
a
y
e
r
n
，
 
1863
，
 
N
 achdruck 1989 

C
 
== 
Kodifikationsgeschichte Strafrecht)

会
}
~

!ì!f...)~O 

く
お
)
3
6
9
 
W
e
n
n
 j
e
m
a
n
d
 bei seiner H

a
n
d
l
u
n
g
 einen T
h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
 nicht kannte

，
 durch dessen Dasein die Strafbar-

keit jener H
a
n
d
l
u
n
g
 bedingt ist，

 so ist 
die letztere straflos. 

W
a
r
e
n
 d
e
m
 H
a
n
d
e
l
n
d
e
n
 solche T
h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 u
n
b
e
k
a
n
n
t，
 durch deren Dasein die Strafbarkeit der H

a
n
d
l
u
n
g
 

erhδht wird
，
 so w
e
r
d
e
n
 diese U
m
s
t
a
n
d
e
 bei der Bestrafung auser Berucksichtigung g~lassen. 

In w
i
e
 ferne in d

e
m
 einen oder anderen Falle eine Bestrafung w

e
g
e
n
 Fahrlassigkeit einzutreten h

a
b
e
，
 
ist n
a
c
h
 

den in der zweiten Abtheilung des Gesetzbuches enthaltenen Vorschriften zu bemessen." 
Czitiert n
a
c
h
 Stenglein

，
 

a.a.O.
，
 1.Theil
，
 S.544 ;
 We
i
s
，
 a.a.O.
，
 S.20
1.) 



(
~
)
 
9
7
0
 
Die Unwissenheit uber das Bestehen eines Strafgesetzes uberhaupt oder uber A

r
t
 u
n
d
 G
r
δ
s
e
 der Strafe

，
 

die M
e
i
n
u
n
g
，
 als 
o
b
 die 
durch das Gesetz verbotene H

a
n
d
l
u
n
g
 n
a
c
h
 d
e
m
 G
e
w
i
s
s
e
n
 oder der Religion erlaubt 

g
e
w
e
s
e
n
 sei
，
 endlich die Beschaffenheit des E

n
d
z
w
e
c
k
e
s
 oder B
e
w
e
g
g
r
u
n
d
e
s
，
 um
 dessen willen der Entschluβzur 

T
h
a
t
 gefast w
u
r
d
e ，
 schliesen die Strafbarkeit nicht aus." 

(zitiert n
a
c
h
 Stenglein，

 a.a.O.
，
 l.Theil
，
 S.544f. ;
 
W
e
i
s，
 

a.a.O.
，
 S.20
1.) 

(
民
)
V
g1. 
v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. 
1II， 
S.459 ;
 Binding，
 Die N
o
r
m
e
n，
 Bd.
IIl， 
S.256 Anrn. 7. 

(
沼
)
V
g
1. 
v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. 
III
，
 S.459. 

(
~
)
 
V
g
1. 
v.Hippel
，
 VD
A，
 Bd. 
IIl， 
S
.459f. 

(
~
)
 
V
g
1. 
v.Hippel，

 VD
A，
 Bd. 
III
，
 S.459f. 

(沼〉
糧
組
(
~
)
偽
盟
主
。

(
話
)
“
9
68 
Straflos sind ferner diejenigen

，
 welche eine a

n
 sich nicht verbotene H

a
n
d
l
u
n
g
 zu b
e
g
e
h
e
n
 glauben

，
 die 

jedoch w
e
g
e
n
 factischer ，

 ihnen o
h
n
e
 Schuld u

n
b
e
k
a
n
n
t
 gebliebener U

m
s
t
a
n
d
e
 strafba
r. 

1st 
die H
a
n
d
l
u
n
g
 a
n
 sich strafbar

，
 
u
n
d
 wird nur die Strafbarkeit derselben durch U

m
s
t
a
n
d
e
 v
e
r
m
e
h
r
t，
 
welche 

d
e
m
 Thater u

n
b
e
k
a
n
n
t
 sind
，
 so 
ist 
bei 
der 
Bestrafung die 

H
a
n
d
l
u
n
g
 nur n
a
c
h
 d
e
n
 d
e
m
 T
h
a
t
e
r
 
bekannten 

Verhaltnissen zu beurtheilen 

D
a
g
e
g
e
n
 wird die Strafbarkeit w

e
d
e
r
 durch d
e
n
 W
a
h
n ，
 als o
b
 die durch das Gesetz verbotene H

a
n
d
l
u
n
g
 n
a
c
h
 

d
e
m
 G
e
w
i
s
s
e
n
 oder Religion erlaubt g

e
w
e
s
e
n
，
 no
c
h
 durch die Unwissenheit uber die A

r
t
 u
n
d，
 
G
r
δ
β
e
 der Strafe，

 

n
o
c
h
 durch die 

Beschaffenheit des 
B
e
w
e
g
g
r
u
n
d
e
s
 oder E
n
d
z
w
e
c
k
s
，
 weshalb der Entschlus 

zur 
T
h
a
t
 gefast 

w
o
r
d
e
n ，
 ausgeschlossen." 

(zitiert 
n
a
c
h
 v
o
n
 Hartitzsch，A.K.

H
.
，
 Da
s
 Criminalgesetzbuch 

fur 
das 
Kdnigreich 

Sachsen ，
 1841
，
 S.145.) 

(
同
)
v.Hartitzsch，A.

K.
H.
，
 Da
s
 Criminalgesetzbuch fur das Kδnigreich Sachsen，

 1841
，
 S.145 F
u
s
n
o
t旬巴
3. 

(~沼号)
v
 

(~芯;)
V
g剖1.
v

(
 
沼
)
 V
g副1.
v.Hi均ppel
，
V
D
A
，
 Bd. 
III
，
 S.46印0
;
V
 巴釘rron，
V
eぽr
w
e
c
h
s叫lung
u
n
d
 Abirrung

，
 Di
ss.Rosはtock

，
1四90閃3，
S.lη7. 

(
告
)
V
g
1.V
e
r
r
o
n，
 a.a.O.
，
 S.17 
;
 au
c
h
 Pfotenhauer，

 Die m
o
d
e
r
n
e
 Doktrin u

n
d
 Gesetzgebung uber d

e
n
 Einflus 

des 

(巴〉燃や右側福山併品川か区υ 』昨他紙QM脈怖hH円
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任
見
回
同
ny--nFm口
町
立
ロ
自
由
ロ
ロ
仏
印
。
関
口
・
〈
叩
門
町
吋
円
ロ
ロ
m

E
同
4。
日
出
注
目
nFO
〈
Rσ
円巾
nyo口"の
ω
z
w
E
E
w
ω
-
N∞
仏
〉
ロ
5
・
会
-

(
叫
)
の
冊
目
-oF
白・同・
0
・wω-NAFC-

(
H
U
)

〈
m
F
E。同町民戸田口句"白・白・
0
・w
∞
-N2・

(
位
〉
〈
m
F
4・回目旬開)巾
]w
〈
ロ
k
y
一∞己・自
umw-A80問問・

(
円
叫
〉
〈
m
F
4・回目
UHum--
〈
ロ
〉
w
∞
門
戸
【
戸

ω
・怠
ω同・

(
H
H
)

〈閃]・
4
・回目℃宮
Y

〈
ロ
k
y
回
己
・
自
・

ω・品目
ω民
・
な
お
、
井
上
正
治
『
過
失
犯
の
構
造
』
(
有
斐
閣
・
一
九
五
八
年
)

(
必
〉
ぐ
包
・
4
・回目
UU巳
u

〈
ロ
〉
w

切
仏
・
白

"ω
・念日・

一
四
九
頁
以
下
参
照
。

(2) 

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
刑
法
典
ほ
か

さ
て
、
我
々
の
主
題
と
の
関
連
で
と
り
わ
け
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
は
、
@
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
刑
法
典
な
ど
に
見
ら
れ
る
錯

誤
規
定
で
あ
る
。

一
八
四

O
年
の
『
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
刑
法
典
』
(
の
ユ
B
E即日
m
g兄
島
R
F
E円
己
自
国
R
N
o
m
Sロ
ヨ
∞
日
ロ
ロ
∞
nvd『冊目
m
4
0
B
H
0・』己目

冨
怠
〉
は
、
寸
客
体
の
錯
誤
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
客
体
の
錯
誤
は
故
意
を
阻
却
し
な
い
と
明
言
し
た
近
代
ド
イ
ツ
領
邦
刑
法
の
鳴
矢
と
し
て
、

極
め
て
注
目
す
べ
き
立
法
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ウ

γ
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
刑
法
典
も
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
の
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
か
な
り
の
独
自
性

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

同
法
典
の
第
二
七
条
は
故
意
を
定
義
し
て
「
意
図
し
て
刑
罰
法
規
に
違
反
す
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
へ
と
決
意
し
た
者
は
故
意
犯
と
し
て
処
罰

さ
れ
る
し
と
規
定
し
、
過
失
に
関
す
る
第
二
九
条
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
刑
法
典
第
五
八
条
に
倣
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
一
二
条
は
「
所
為
の
可

罰
性
の
不
知
」
は
故
意
を
阻
却
し
な
い
と
し
、
『
理
由
書
』
は
こ
れ
に
つ
き
、
可
罰
性
の
不
知
は
量
刑
の
際
に
減
軽
事
由
に
な
り
う
る
と
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
「
事
実
の
錯
誤
L

に
関
す
る
第
三
二
条
は
一
八
三
八
年
の
ザ
ク
セ
ン
王
国
刑
法
典
の
第
六
八
条
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
て
、
本
法

典
は
第
二
八
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
故
意
の
特
別
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

寸
第
二
八
条
犯
罪
結
果
は
、
行
為
者
が
当
該
結
果
を
専
一
的
に
意
図
し
て
い
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
不
確
定
的
に
意
図
し
て
い
た
か
、

あ
る
い
は
、
よ
り
軽
徴
な
結
果
を
意
図
し
て
い
た
場
合
に
も
、
行
為
者
に
故
意
行
為
と
し
て
帰
責
さ
る
べ
し
。
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そ
れ
に
反
し
て
、
意
図
せ
ず
し
て
発
生
し
た
可
罰
的
結
果
、
あ
る
い
は
、
意
図
せ
ぬ
作
用
に
よ
り
偶
然
に
発
生
し
た
可
罰
的
結
果
は
、
故
意
で

は
な
く
過
失
へ
と
帰
責
さ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
為
者
が
誤
っ
て
本
来
意
図
し
た
と
は
別
の
人
な
い
し
別
の
物
に
対
し
て
犯
罪
行
為
を
向
け
た
と
し
て
も
、
悪
し
き
故
意
は

阻
却
さ
れ
な
い
。
」
〔
傍
線
!
引
用
者
〕

第
一
項
は
不
確
定
故
意
(
択
一
的
故
意
な
い
し
未
必
的
故
意
〉
を
規
定
し
、
第
二
項
は
故
意
に
規
定
さ
れ
た
過
失
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
第
二

項
は
同
時
に
、
意
図
し
た
結
果
が
「
意
図
せ
ぬ
作
用
」
に
よ
っ
て
発
生
し
た
場
合
、
例
え
ば
、

A
は
B
を
射
殺
し
よ
う
と
し
て
発
射
し
た
と
こ
ろ
、

弾
丸
が
逸
れ
た
が

B
は
驚
き
の
余
り
シ
ョ
ッ
ク
死
し
た
よ
う
な
場
合
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
第
三
項
が
、
近
代
ド
イ
ツ
領
邦
刑

法
典
と
し
て
初
め
て
、
客
体
の
錯
誤
に
つ
き
規
定
を
設
け
た
わ
け
で
あ
る
。
同
条
項
は
客
体
の
錯
誤
に
関
す
る
従
来
の
伝
統
的
見
解
を
立
法
的
に

確
認
し
た
も
の
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
本
法
典
の
『
理
白
書
』
が
客
体
の
錯
誤
と
方
法
の
錯
誤
と
を
厳
格

に
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
理
白
書
は
、
客
体
の
錯
誤
で
は
寸
意
図
し
た
結
果
は
当
該
客
体
に
到
達
し
て
お
り
、
実
際
に
も
、
〔
そ

れ
は
〕
当
該
の
人
な
い
し
物
に
向
け
ら
れ
た
」
犯
罪
行
為
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
方
法
の
錯
誤
で
は
故
意
未
遂
と
過
失
既
遂
が

競
合
す
る
と
い
う
。
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
①
A
が
B
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
全
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
C
を
殺
害
し
た
場
合
、
あ
る

い
は
、
②
D
が
E
を
殺
佐
官
し
よ
う
と
し
て

F
を
E
と
取
り
違
え
F
に
向
け
て
発
砲
し
た
が
、
発
射
さ
れ
た
弾
丸
の
破
片
に
よ
り
全
く
認
識
し
て
い

な
い
本
来
殺
害
せ
ん
と
し
て
い
た
E
が
死
亡
し
た
場
合
(
客
体
の
錯
誤
と
方
法
の
錯
誤
の
併
発
事
例
)
の
双
方
に
つ
き
、
行
為
者
は
謀
殺
未
遂
と

過
失
致
死
の
故
に
有
罪
と
さ
れ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
法
典
は
明
ら
か
に
後
に
検
討
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
に
い
わ
ゆ
る
「
具
体
化
説
L

の
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
八
五

O
年
か
ら
一
八
五
二
年
ま
で
ザ
ク
セ
ン

H
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
を
除
く
テ
ュ

l
リ
ン
ゲ
ン
の
諸
国
に
施
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
『
テ
ュ

1
リ
ン
ゲ
ン
刑
法
典
』
も
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
の
諸
規
定
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
故
意
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
と
は
違
っ

て
間
接
故
意
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
過
失
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
定
義
規
定
を
設
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
客
体
の
錯
誤
」
に
つ

い
て
は
、
そ
の
第
二
九
条
第
三
項
に
e

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
と
同
趣
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
た
。
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事実の錯誤に関する学説史的考察(四〕

同
ロ
『
色
白
印
。
円
。
回
目

M
m
R
o
m
s
g出
向

2
8
P
H
∞ω巴
が
上
程
さ
れ
た
。

同
草
案
は
全
体
で
二
一
章
一

O
二
条
か
ら
成
る
も
の
で
、
そ
の
第
三
章
に
お
い
て
、
寸
処
罰
さ
れ
ざ
る
諸
事
例
」
と
し
て
、
責
任
無
能
力
、
錯
誤

お
よ
び
正
当
防
衛
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
そ
の
第
三
四
条
は
、
寸
刑
罰
法
規
の
避
け
得
な
い
責
な
き
不
知
」
の
み
が
帰
責
を
阻
却
し
、

そ
れ
以
外
は
帰
責
を
阻
却
し
え
な
い
と
規
定
し
、
第
三
五
条
は
、
所
為
事
情
に
関
す
る
錯
誤
に
よ
り
行
為
が
可
罰
的
で
な
い
と
誤
信
し
た
者
も
処

罰
さ
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
第
三
六
条
は
、
可
罰
性
を
加
重
す
る
一
定
の
「
事
情
も
し
く
は
関
係
」
の
不
知
に
つ
き
、
行
為
者
が
認
識
し
て
い
た

事
情
な
い
し
関
係
に
応
じ
て
の
み
帰
責
さ
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
第
三
八
条
で
は
、
正
当
防
衛
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
不
処
罰
に
つ
き
、
「
現
在

か
つ
急
迫
の
危
難
L

が
要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
後
さ
ら
に
、
一
八
三
六
年
七
月
二
八
日
に
全
二
部
四
二
二
条
か
ら
成
る
『
刑
法
草
案
』
(
開
三
者

RTW{ロ
gω
可
白
骨

2
2
N
E
n
Z
B円
骨

印

。g
p巾吋
Nomp己
自
国
巾
凹
印

gwH∞ω由
〉
が
ク
ナ
ッ
プ
の
手
で
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ン
デ
ロ

l

フ
(
甲
山
包
ユ
n
F
E
E己
0
0
が
上
級

控
訴
院
お
よ
び
破
致
院
顧
問
と
し
て
一
八
一
三
年
草
案
総
則
に
対
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
た
関
係
上
、
一
八
三
七
年
一

O
月
に
自
ら
の
草
案

を
提
出
し
、
こ
れ
が
後
の
政
府
草
案
の
基
礎
と
な
る
。
リ
ン
〕
プ
ロ
ー
ブ
草
案
と
一
八
三
九
年
政
府
草
案
で
は
内
容
的
に
殆
ど
相
違
は
な
い
が
、
前

者
が
ミ
ッ
テ
ル
マ
イ
ヤ

I
の
要
求
を
入
れ
「
合
理
的
な
拡
張
的
類
推
し
解
釈
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
明
確
に
類
推
禁
止
を
表
明
し
て
い

る
点
で
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

か
よ
う
な
経
過
を
経
て
成
立
し
た
一
八
四
一
年
布
告
の
『
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
園
刑
法
典
』
は
、
故
意
を
定
義
し
て
、
寸
行
為
者
が
意
図
的
に
決
意
し

た
る
刑
罰
法
規
違
反
行
為
と
、
そ
の
意
図
が
向
け
ら
れ
た
る
可
罰
的
結
果
の
す
べ
て
は
、
行
為
者
に
お
い
て
故
意
へ
と
帰
責
さ
れ
る
」
と
言
う
(
第

五
八
条
)
。
こ
れ
は
意
図
(
〉
冨
芯
耳
)
を
行
為
と
結
果
へ
と
関
係
，
つ
け
る
も
の
で
、
実
質
的
に
は
*
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ク
の
第
二
七
条
と
同
様

で
あ
る
。
法
律
の
不
知
は
、
刑
罰
の
種
類
な
い
し
程
度
に
関
す
る
不
知
・
錯
誤
と
同
様
、
故
意
を
阻
却
し
な
い
(
第
四
一
条
〉
。
所
為
事
情
に
関
す

る
錯
誤
は
故
意
を
阻
却
し
(
第
四
二
条
〉
、
ま
た
、
行
為
の
可
罰
性
を
加
重
す
る
一
定
の
「
事
情
も
し
く
は
関
係
L

の
不
知
は
、
そ
れ
が
「
行
為
者

に
知
ら
れ
て
い
た
事
情
も
し
く
は
関
係
に
応
じ
て
意
図
さ
れ
て
い
た
」
限
度
で
の
み
、
故
意
へ
と
帰
責
さ
れ
る
(
第
四
三
条
)
。
こ
こ
で
は
、
故
意

の
本
質
が
「
行
為
者
の
意
図
が
結
果
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
L

の
中
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
故
意
の
本
質
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
意
思
主
義
」

が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
結
果
の
予
見
(
表
象
)
で
は
な
く
、
違
法
結
果
を
惹
起
す
る
と
い
う
意
図
(
意
思
)

121 
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が
故
意
を
決
定
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
五
九
条
は
故
意
の
推
定
を
否
定
し
、
第
六

O
条
は
不
確
定
故
意
を
、
さ
ら
に
、
第
六
一
条
は
故
意
に

規
定
さ
れ
た
過
失
を
規
定
す
る
。
し
か
し
て
、
第
六
二
条
に
お
い
て
初
め
て
、
「
客
体
の
錯
誤
」
も
寸
方
法
の
錯
誤
」
も
と
も
に
故
意
を
阻
却
し
な

い
と
す
る
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
第
六
二
条
故
意
行
為
の
結
果
が
、
偶
然
、
錯
誤
あ
る
い
は
取
り
違
え
に
よ
り
、
行
為
者
の
意
図
と
は
別
の
人
な
い
し
物
に
生
じ
た
な
ら
ば
、

侵
害
さ
れ
た
人
な
い
し
物
と
行
為
者
の
意
図
し
た
そ
れ
と
の
相
違
の
ゆ
え
に
よ
り
重
い
犯
罪
が
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
所
為
は
実
際
の

発
生
結
果
に
従
っ
て
故
意
へ
と
帰
責
さ
れ
る
。
」
〔
傍
線
|
引
用
者
〕

こ
こ
で
は
、
「
偶
然
、
錯
誤
あ
る
い
は
取
り
違
え
」

Q
E同
-
Y

町
立
己
目

o
a
q
〈
巾
門
司

R
E
-
g
m〉
と
い
う
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
同
法
草
案
第
五
八
条
で
は
、
「
錯
誤
あ
る
い
は
取
り
違
え
L

の
二
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
方
法
の
錯
誤
を

同
時
に
規
定
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
き
疑
念
が
残
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
寸
偶
然
」
の
文
言
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
こ
の
「
偶

然
」
と
い
う
文
言
が
立
法
技
術
上
適
切
な
も
の
か
ど
う
か
に
つ
き
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
が
、
立
法
者
が
「
偶
然
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ

っ
て
「
方
法
の
錯
誤
」
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

本
条
に
お
い
て
は
、
表
象
結
果
に
対
し
発
生
結
果
が
「
よ
り
重
い
犯
罪
を
基
礎
づ
け
L

な
い
限
り
で
の
み
故
意
帰
責
を
肯
定
し
て
い
る
点
も
重

要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
他
人
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
自
分
の
親
を
殺
害
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
普
通
殺
人
の
限
度
で
の
み
故
意
が
成

立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
現
在
の
表
現
で
い
う
い
わ
ゆ
る
「
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
」
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
場
合
は
、
量
的
に
は
異
な
る
が
、

同
質
の
構
成
要
件
聞
の
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
で
あ
り
、
実
質
的
に
構
成
要
件
の
重
な
り
合
う
限
度
で
故
意
が
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
と
逆
の
場
合
、
例
え
ば
、
親
族
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
誤
っ
て
他
人
を
殺
害
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
①
故
意
は
そ
の
い
ず
れ
に
つ

き
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
②
刑
罰
は
、
先
に
見
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
八

O
七
条
の
よ
う
に
、
「
証
明
さ
れ
た
錯
誤
」
に
基

づ
き
加
重
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
法
律
は
判
然
と
し
な
い
が
、
意
図
し
な
い
発
生
結
果
に
対
し
て
故
意
を
肯
定
す
る
の
が
錯
誤
論
の
本

旨
だ
と
す
れ
ば
、
普
通
殺
人
罪
の
故
意
を
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
刑
罰
を
加
重
す
る
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
実
務
の
運
用
状
況
も
参
照
し
え
な
い
段
階
で
は
い
ず
れ
と
も

断
言
で
き
な
い
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
ご
と
き
特
別
規
定
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
本
条
で
は
消
極
に
解
す
べ
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き
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
異
質
の
構
成
要
件
聞
に
お
け
る
「
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
し
に
つ
い
て
も
本
条
の
適
用
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
法
律
上

の
文
言
で
は
、
音
品
図
し
た
「
人
」
に
対
し
て
別
の
「
人
」
を
、
あ
る
い
は
、
意
図
し
た
「
物
L

に
対
し
て
別
の
「
物
」
を
対
応
さ
せ
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
、
ま
た
、
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
学
説
は
も
っ
ぱ
ら
上
記
の
ご
と
き
事
例
を
念
頭
に
置
い
て
議
論
を
進
め
て
い
た
。

た
だ
、
意
図
し
た
「
人
」
と
は
別
の
「
物
」
に
結
果
が
発
生
す
る
こ
と
は
ま
ま
有
り
得
る
こ
と
で
、
こ
の
場
合
を
排
除
す
る
趣
旨
は
、
本
条
か
ら

直
接
に
は
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
翻
っ
て
、
方
法
の
錯
誤
に
故
意
を
肯
定
す
る
当
時
の
学
説
が
そ
の
論
拠
と
し

て
「
客
体
の
同
質
性
(
等
価
値
性
ど
を
挙
げ
て
い
た
点
を
考
え
併
せ
る
と
、
本
条
は
、
異
質
の
構
成
要
件
聞
に
お
け
る
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
を
念

頭
に
置
い
た
規
定
で
は
な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

か
く
し
て
、
本
条
は
後
に
「
形
式
的
等
価
値
説
」
と
呼
ば
れ
る
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
一
八
四
五
年
の
『
パ

l
デ
γ
大
公
園
刑
法
典
』
の
規
定
の
文
言
の
多
く
は
へ
ツ
セ

γ
の
刑
法
典
に
一
致
し
て
い
る
が
、
ヘ
ツ
セ
ン
で
は
第

五
九
条
で
故
意
の
推
定
を
否
定
し
て
い
た
の
に
対
し
、
パ

l
デ
ン
で
は
こ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
パ

l
デ
ン
の
第
一

O
O条
も
、
前
述
の

ヘ
ツ
セ
ン
と
同
様
、
そ
の
一
八
三
九
年
草
案
第
八
九
条
の
規
定
に
「
偶
然
」
の
字
句
が
付
加
さ
れ
た
。

一
八
四
九
年
の
『
ナ
ッ
ソ
l
刑
法
典
』
の
第
五
九
条
も
へ
ッ
セ
ン
と
同
趣
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、

、王

(
1
〉

ぐ

m-・
4
・
回
目
匂
同
}
巾
]
¥
〈
ロ

k
r
L出
・
【
戸

ω・
品
目
∞
町
内
一
(
V
Y
ユ
印
同
祖
国
包
ロ
ユ

n
v
L
Wロ
Z
S
F己
ロ
関
口
口
門
目
。

E
ロ
仏
関
巾
仏
印
H
M
W
巾
ロ
己

2ω
同門担問

m22Nσ
ロ【
u
y
m
E吋

。

3
田
町
巾
吋

N
O
m
E
B
E巾印凹
2

4

0ロ
「

〉

HE-H∞
お
切
り
目
印
印
呂
田
吾
ロ
円

m
L甲田∞
"ω
・同町内・

(
2
)

一
八
二
四
年
ク
ナ
ッ
プ
草
案
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
関
し
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
(
打
。
骨
匂
雪
阻
む
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
四
三
条
で
「
第
二
部
〔
各
則
|
筆
者
注
〕
に
お
い
て
個
々
の
作
為

な
い
し
不
作
為
に
課
せ
ら
れ
る
刑
罰
は
、
か
よ
う
な
作
為
な
い
し
不
作
為
が
悪
し
き
故
意
戸

o-5)
か
ら
為
さ
れ
た
場
合
に
の
み
認
め
ら

れ
る
」
と
さ
れ
、
第
四
四
条
で
故
意
の
推
定
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
バ
イ
エ
ル
ン
に
影
響
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
第
五
三
条
で
は
、
帰
責
阻
却
事
由
つ
い
て
の
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
規
定
が
置
か
れ
、
責
任
無
能
力
と
並
ん
で
、
刑
罰

法
規
の
錯
誤
お
よ
び
責
な
き
知
覚
的
困
難
に
基
づ
く
可
罰
性
の
不
知
は
、
意
思
の
自
由
を
欠
く
が
故
に
、
責
任
へ
と
帰
属
さ
れ
な
い
と
さ
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れ
て
い
る
。
〈
包
・
の
『
門
戸
田
F

白・白・
0
・・

ω・臼ほ・

(
3
)

ミ
ツ
テ
ル
マ
イ
ヤ
l
は
、
草
案
が
故
意
を
「
悪
し
き
故
意
L

と
規
定
す
る
の
に
対
し
、
「
違
法
な
意
思
」
(
想
的
O
R呈
舟
山
m
R
巧
巳
巴
な

い
し
「
悪
し
き
意
思

L
Q
g
q
巧
巳
巴
に
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
故
意
は
「
激
情
」
を
も
含
む
か
ら
で
あ
る
、
と
。
し

か
し
て
、
刑
法
で
は
い
か
な
る
法
律
上
の
推
定
も
役
立
た
な
い
と
し
て
、
故
意
の
推
定
に
反
対
す
る
。
さ
ら
に
、
草
案
第
五
三
条
が
「
意

思
の
自
由
は
帰
責
の
原
則
と
し
て
設
定
さ
れ
る
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
意
思
の
自
由
が
何
処
に
存
す
る
か
は
常
に
疑
問
を
残
す
問
題
で

あ
り
、
裁
判
官
の
帰
責
判
断
の
一
般
的
基
準
と
し
て
は
む
し
ろ
、
寸
行
為
者
が
自
己
意
識
、
す
な
わ
ち
、
意
図
し
た
行
為
と
結
果
、
そ
し
て

そ
れ
ら
と
法
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
が
吟
味
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
批
判
す

る
。
〈
閃
戸
。
『
一
己
的
グ
同
・
同
・
0
J
ω
・∞印

(
4
〉
〈
也

-nF叶目的汁白・印・
0
・・

ω
-
S
R

(
5
〉
第
五
章
で
は
、
故
意
お
よ
び
過
失
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
五

O
条
で
は
、
過
失
に
つ
き
ミ
ッ
テ
ル
マ
イ
ヤ
l

の
意
見
を
入
れ
、

寸
通
常
の
相
当
な
注
意
と
考
慮
が
払
わ
れ
た
な
ら
ば
L

処
罰
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
故
意
に
つ
い
て
の
定
義
規
定
は
な
い
が
、
実
際
に
故

意
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
具
体
的
に
規
定
す
る
。
第
五
二
条
は
、
「
行
為
者
の
自
白
に
照
ら
し
て
、
所
為
に
先
行
し
、
付
随
し
、
あ
る
い
は

後
続
す
る
諸
事
情
と
の
関
係
か
ら
、
当
該
所
為
を
偶
然
な
い
し
単
な
る
過
失
と
評
価
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
場
合
に
は
L

故
意
は
証
明
さ

れ
た
る
も
の
と
見
倣
す
、
と
規
定
す
る
。
ク
ナ
ッ
プ
は
こ
こ
で
は
原
則
的
に
一
入
二
四
年
草
案
第
四
四
条
の
故
意
推
定
に
固
執
し
て
は
い

る
が
、
ミ
ツ
テ
ル
マ
イ
ヤ
l

の
意
見
も
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
五
三
条
は
、
行
為
者
が
確
か
に
「
悪
し
き
故
意
」
を
自
白
し
た
が
、

軽
微
な
犯
罪
を
意
図
し
た
に
も
拘
ら
ず
重
い
犯
罪
が
発
生
し
た
旨
を
主
張
し
た
場
合
に
は
、
当
該
行
為
な
い
し
手
段
の
性
質
か
ら
現
実
の

発
生
結
果
が
「
通
常
あ
る
い
は
ご
く
頻
繁
に
L

惹
起
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
な
ら
ば
、
行
為
者
に
お
い
て
当
該
結
果
は
意
図
さ
れ

て
い
た
も
の
と
す
べ
し
、
と
規
定
す
る
。

(
6
)

〈
m
F
の町江田
F
白ゐ・
0
・L
凶・
]{ω
民同・

(
7
〉

〈
m戸
4
・
回
目
匂
匂
巾
「
〈
Ukr-
∞円四・田・

ω-AHS・

政
府
草
案
第
四
二
条
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
法
律
の
不
知
は
、
当
該
行
為
が
宗
教
な
い
し
道
徳
論
上
の
原
則
に
よ
れ
ば
も
は
や
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
現
在
す
る
特

別
の
刑
罰
法
規
の
避
け
得
な
い
責
な
き
不
知
の
た
め
当
該
行
為
が
許
さ
れ
か
つ
処
罰
さ
れ
な
い
と
考
え
た
場
合
を
除
き
、
帰
責
を
困
却
す

る
こ
と
は
な
い
。
」

(
N
昨
日
巾
ユ
ロ
白
n
F
h
Fユ
凹
け
白
血
・
0
・wω

・
口
]
ケ
)
〈
m
F
白ロ
n
y
〈・同仙沼匂叩
]
w

〈
ロ
ky
一∞己・旨
-mw-hgu
〉自己・

ω
・

(
g〉
〈
包
・
4
・
固
山
口
問
u
m
-
-
〈
巴
〉
・
回
門
凶
・
日
λ
山・品、吋(}・
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律
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
法
規
の
不
知
は
責
任
を
阻
却
し
な
い
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
故
意
の
定
義
規
定
は
純
粋
に

学
問
的
問
題
で
あ
る
と
し
て
一
八
四
六
年
に
削
除
さ
れ
、
故
意
の
推
定
規
定
も
自
明
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
一
八
五

O
年
に
削
除
さ
れ
る
。
ま
た
、

不
確
定
故
意
に
つ
い
て
の
満
足
す
べ
き
規
定
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
も
純
学
問
的
問
題
で
あ
る
と
の
理
由
で
一
八
四
六
年
に
削
除
さ
れ
、
法
律

の
錯
誤
に
つ
い
て
も
動
揺
の
末
、
そ
れ
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
最
終
的
に
一
八
五

O
年
に
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寸
事
実
の
錯

誤
」
に
関
す
る
規
定
は
、
一
八
三
八
年
巴
初
め
て
責
任
能
力
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
幾
度
か
の
修
正
を
経
て
五
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法

典
に
結
実
し
て
ゆ
く
。
以
下
で
は
こ
の
過
程
を
や
や
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
八
三
六
年
『
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
刑
法
典
修
正
草
案
』

(HN2丘
町
立

R
同
三
者
ロ
円

2
2
2
5狩
2
2
N
E
n
E
Bコ
出
巾
関
αEm--nylHM円
2
回目的

n
F
S

ω同
白
血

F
E
ω
色
は
、
そ
の
第
七
八
条
で
「
事
実
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
第
七
八
条
そ
れ
自
体
と
し
て
は
許
容
さ
れ
か
つ
行
為
者
に
知
ら
れ
ざ
る
特
殊
事
情
の
ゆ
え
に
の
み
可
罰
的
と
さ
れ
る
行
為
を
犯
し
た
者
も
、

処
罰
さ
れ
な
い
。
L

一
八
三
九
年
の
枢
密
院
委
員
会

G
Sえ
向
田
仲
田
W
O
E
S
-
a
-
o己
で
は
、
刑
罰
を
根
拠
づ
け
る
所
為
事
情
の
不
知
は
故
意
を
阻
却
す
る
と
さ
れ
て

い
た
。
同
様
の
こ
と
は
刑
罰
加
重
事
情
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
さ
れ
二
八
四
三
年
『
プ
ロ
イ
セ
ン
国
刑
法
典
草
案
』
(
開
口
件
当
ロ
ユ
仏
四
回
目

E
ぽ
2
2
N
-

σロ
n
Z
E円門出
o
p
E回
目
的
岳
巾
口
問
山
田
仲

g-
ロ
田
口
町
号
口
県
出
口
町
]
ロ
印
印

g
仏
自
問
αロ即位
-ny巾ロ

ω
g印
仲
間
丘
町
印

L
∞
色
)
で
は
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に

す
べ
く
、
そ
の
第
八
二
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
た
。

「
第
八
二
条
行
為
の
可
罰
性
が
特
殊
な
所
為
事
情
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
剖
割
矧
剥
削
州
判
引
制
朋
樹
割
問
制
調
割
引
引

い
る
者
に
の
み
故
意
的
犯
罪
と
し
て
帰
責
さ
れ
う
る
。

誰
か
あ
る
者
が
、
そ
れ
自
体
可
罰
的
な
行
為
を
行
い
、
そ
の
可
罰
性
が
行
為
者
に
知
ら
れ
ざ
る
特
定
の
所
為
事
情
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ
る
な
ら

ば
、
か
よ
う
な
所
為
事
情
は
行
為
者
に
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」
〔
傍
線
|
引
用
者
〕

一
八
四
五
年
の
修
正
委
員
会
で
は
、
正
当
に
も
か
よ
う
な
規
定
は
故
意
概
念
自
体
か
ら
の
厳
密
な
推
論
に
よ
っ
て
獲
得
し
う
る
も
の
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
で
は
「
事
実
的
事
情
に
対
す
る
主
観
的
意
識
の
異
常
な
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
L

と
い
う
理
由
か
ら
、
責

任
能
力
に
お
け
る
と
同
様
の
考
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
規
定
自
体
の
表
現
も
消
極
的
な
形
式
に
す
べ
き
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も
の
と
さ
れ
、
第
八
二
条
第
一
項
の
文
言
は
「
当
該
行
為
は
故
意
的
犯
罪
と
し
て
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
L

と
い
う
よ
う
に
修
正
さ
れ
、
ま
た

「
故
意
的
」
と
い
う
文
言
も
削
除
さ
れ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
『
一
八
四
五
年
草
案
』
の
第
六
八
条
は
、
後
の
一
八
五
一
年
刑
法
典
と
ほ
ぼ
同
様
の

規
定
を
設
け
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
四
六
年
枢
密
院
委
員
会
の
審
議
な
ど
で
、
こ
の
規
定
も
ま
た
故
意
概
念
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り

削
除
す
べ
し
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
個
々
の
犯
罪
に
つ
い
て
生
ず
る
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
必
要
だ
と
の
意
見
が
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
、

『
一
八
四
六
年
草
案
』
第
五
八
条
、
『
一
八
四
七
年
草
案
』
第
六

O
条
を
経
て
、
『
一
八
五
一
年
河
川
一
四
日
プ
ロ
イ
セ
ン
国
刑
法

F
G
E
3
3
'

E
忌
岳
円
色
。
句
円

2
田
町
各
自

ω
S包
8
4
0
5
E
-凡
F
H
)

門
口
呂
田
〉
の
第
四
四
条
へ
と
結
実
す
る
。
そ
れ
は
、
故
意
に
関
連
す
る
唯
一
の
規
定
と
し

て
、
事
実
の
錯
誤
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

「
第
四
四
条
行
為
の
可
罰
性
、
が
、
行
為
者
な
い
し
当
該
所
為
が
向
け
ら
れ
て
い
る
者
の
一
身
上
の
特
殊
な
性
質
、
あ
る
い
は
、
当
該
行
為
が

為
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
事
情
に
依
存
し
て
い
る
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
行
為
は
、
行
為
時
に
か
よ
う
な
関
係
な
い
し
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
者
に
、

重
罪
も
し
く
は
軽
罪
と
し
て
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

行
為
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
よ
う
な
特
殊
な
関
係
な
い
し
事
情
に
よ
っ
て
彼
に
よ
り
為
さ
れ
た
行
為
の
可
罰
性
が
加
重
さ
れ
る
な
ら
ば
、

か
よ
う
な
所
為
の
加
重
事
情
は
行
為
者
に
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
L

ニ
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
の
寸
第
二
版
」
と
称
さ
れ
る
『
一
八
七

O
年
北
ド
イ
ツ
連
邦
刑
法
典
』
(
口
問
団
同
日
ぽ
22Nσ
宮
町
内
侍

Z
o
a
ι
2
g
n
F
B

∞己ロ仏

45ロ
H

君
。
)
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
成
立
(
一
八
六
七
年
七
月
一
一
六
日
憲
法
制
定
)
後
間
も
な
く
、
連
邦
宰
相
ピ
ス
マ
ル
ク
(
0
3。
4
。ロ回目印
B
R
n巴

が
一
八
六
八
年
六
月
一
七
日
に
当
時
の
。
フ
ロ
イ
セ
ン
司
法
大
臣
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
〈
〉
色
。
同

F
g島
田
丘
同

E

H
日
1
H
∞
∞
己
に
北
ド
イ
ツ
連
邦
領
刑
法

典
草
案
に
作
成
を
委
嘱
し
た
の
を
契
機
と
し
て
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
一
八
六
九
年
七
月
三
一
日
に
五
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
を
模
範
と
し
て

第
一
次
草
案
が
作
成
さ
れ
、
次
い
で
、
一
八
六
九
年
一
二
月
一
三
日
に
第
二
次
草
案
、
一
八
七

O
年
二
月
一
四
日
に
第
三
次
草
案
が
作
成
さ
れ
、

帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
七

O
年
五
月
三
一
日
連
邦
法
律
官
報
に
公
布
さ
れ
、
一
八
七
一
年
一
月
一
日
か

ら
発
効
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
法
典
が
編
集
上
の
改
正
の
み
で
『
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
典
』
沼
田
印
雪
山
内

m
g
R
E吾
容

E
S
E
R
Z
E
E

と
な
り
、
一
八
七
一
年
五
月
一
五
日
に
帝
国
法
律
官
報
に
公
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
本
法
典
は
現
代
ド
イ
ツ
刑
法
学
の
出
発
点
で
あ
り
、

そ
の
後
、
数
次
の
改
正
を
経
な
が
ら
も
今
日
な
お
そ
の
重
要
な
意
義
を
失
っ
て
は
い
な
い
。
以
下
で
は
、
帝
国
刑
法
典
の
錯
誤
規
定
で
あ
る
第
五
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九
条
成
立
ま
で
の
立
法
過
程
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
刑
法
典
作
成
の
た
め
に
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
一
八
六
九
年
七
月
三
日
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
は
、
七
人
の
法
律
家
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
上
述
の
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
を
議
長
と
し
、
他
に
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
(
出
包
口
氏
n
F
4
0ロ
司
氏
包
宮
吋
m
w
E
Z
l
H∞担)、

シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
エ

(
E
m
E♀
。
印
W
R
4
0ロ
ω
n
F
d
q
R
N
P
E
E
l
H∞
∞
色
、
ブ
ッ
デ

(
H
o
g
B
虫
色
ユ
nv
∞邑
p
m
o白
け
呂
志
〉
、
ピ
ュ
ル
ゲ

ル
ス
白
句
g
R
』
。
印
巾
同
国
ロ
H

・mo吋印
W
E
E
-
H∞∞
N
)
、
ド
ナ
ン
ト
(
句
。
円
門
出
口
白
ロ
a
u
o口同口内田
F
5
0
ω
l
H∞吋
N
)

お
よ
び
ド
ル
ン
(
口
問
ユ
ロ
O
門口
W
E
E
-

H

∞
お
)
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、
そ
の
中
の
四
人
(
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
、
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
、
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
ス
お
よ
び
ド
ル
ン
〉
は
プ
ロ
イ
セ
ン
か

ら
、
そ
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
は
ザ
ク
セ
ン
、
ブ
ッ
デ
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

H
シ
ュ
ヴ
ェ

l
リ
ン
、
ド
ナ
ン
ト
は
プ
レ

l
メ
ン
か
ら
こ
れ
に
加
わ

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
八
六
九
年
七
月
の
『
第
一
草
案
』
第
五
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

「
第
五
二
条
行
為
の
際
に
、
そ
の
存
在
に
よ
り
行
為
の
可
罰
性
が
条
件
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
事
情
な
い
し
性
質
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
者

は
、
処
罰
さ
れ
な
い
。

そ
の
存
在
に
よ
り
行
為
の
可
罰
性
が
加
重
さ
れ
る
よ
う
な
事
情
な
い
し
性
質
が
行
為
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
事
情
な

い
し
性
質
は
彼
に
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
L

こ
の
条
項
に
対
し
て
、
第
一
読
会
(
一
八
六
九
年
一

O
月
一
一
日
〉
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
エ

の
第
一
案
は
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

寸
行
為
の
可
罰
性
を
条
件
づ
け
あ
る
い
は
加
重
す
る
事
情
な
い
し
性
質
に
関
す
る
錯
誤
も
し
く
は
不
知
は
、
そ
の
錯
誤
も
し
く
は
不
知
が
過
失

と
し
て
可
罰
的
で
な
い
限
り
、
帰
責
を
阻
却
す
る
。
」

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ッ
デ
に
よ
る
第
二
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

寸
誰
か
あ
る
者
が
行
為
の
際
に
そ
の
可
罰
性
を
条
件
づ
け
あ
る
い
は
加
重
す
る
事
実
上
の
諸
条
件
を
認
識
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
不
知
が

可
罰
的
な
過
失
に
よ
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
責
任
と
し
て
彼
に
帰
責
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
う
ち
、
第
一
案
の
「
そ
の
錯
誤
も
し
く
は
不
知
が
:
:
:
で
な
い
限
り
」
(
2
8
4
『
op---J
以
下
の
文
言
が
後
に
削
除
さ
れ
た
う
え
で
、
こ
の

第
一
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

L
L
r
k
a
h
p昏
結
甚

g
w
E



第
二
読
会
(
一
八
六
九
年
一
一
一
月
一

O
日
)
に
は
、
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
ス
の
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
第
六
一
条
は
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

「
第
六
一
条
誰
か
あ
る
者
が
、
そ
の
行
為
の
際
に
、
可
罰
的
行
為
の
法
定
構
成
要
件
の
必
要
な
あ
る
い
は
そ
の
可
罰
性
を
加
重
す
る
事
情
な

い
し
性
質
の
存
在
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
事
情
は
彼
に
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
L

さ
ら
に
、
こ
れ
に
補
足
的
な
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
が
加
え
ら
れ
た
。

寸
そ
れ
に
反
し
て
、
行
為
者
、
が
可
罰
性
を
阻
却
あ
る
い
は
滅
軽
す
る
事
情
な
い
し
性
質
が
存
在
す
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
た
な
ら
ば
、
か
よ
う

な
事
情
は
そ
れ
が
実
際
に
存
在
し
た
と
同
様
に
顧
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

過
失
に
よ
る
処
罰
が
為
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
不
知
も
し
く
は
錯
誤
が
過
失
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
で
の
み
、
こ
の
規

定
が
妥
当
す
る
。
」
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こ
の
他
に
ブ
ッ
デ
お
よ
び
ド
ナ
ン
ト
の
法
案
も
提
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
ピ
ュ
ル
ゲ
ル
ス
の
法
案
、
が
基
本
的
に
承
認
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
第
一
項
は
、
「
事
情
な
い
し
性
質
L
(
d
B田仲間口己巾
O
仏

R
E
m
g∞
岳
民
同
g
)
が
「
所
為
事
情
」
(
吋
同

E
g
m
g
E巾
)
と
い
う
文
言
に
替
え

ら
れ
た
う
え
で
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
第
二
項
は
三
対
三
で
否
決
さ
れ
、
第
三
項
は
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
一
八
六
九

年
二
一
月
一
三
日
に
作
成
さ
れ
た
『
第
二
草
案
』
で
は
、
そ
の
第
五
七
条
に
事
実
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
。

こ
の
第
二
草
案
は
草
稿
の
ま
ま
で
公
刊
さ
れ
る
と
と
な
く
、
個
別
的
に
各
専
門
家
に
送
付
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
同
草
案
は
、
連
邦
参
議

院
で
の
短
期
日
の
審
議
の
後
、
一
八
七

O
年
二
月
一
四
日
に
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
(
『
第
三
草
案
』
〉
。
こ
れ
が
帝
国
議
会
の

審
議
官
経
て
一
八
七

O
年
五
月
三
一
日
付
け
で
『
北
ド
イ
ツ
連
邦
刑
法
典
』

(ωg片岡
巾
認
定
σ宮
町
内
侍

Z
o
E骨
E
R
Zロ
切
ロ
ロ
巴
と
し
て
公
布

さ
れ
、
一
八
七
一
年
一
月
一
日
施
行
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
に
伴
い
、
一
八
七
一
年
五
月
一
五
日
に
編
集
上
の
修
正

を
加
え
た
の
み
で
『
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
典
』

(
P
E昨
日
2
谷
口

n
v
E吋
門
凶
器
ロ
g
g
n
z
m巴
n巴
と
し
て
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
帝
国
刑
法
典
の
錯
誤
規
定
で
あ
る
第
五
九
条
の
成
立
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
終
的
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

寸
第
五
九
条
誰
か
あ
る
者
が
、
可
罰
的
行
為
の
遂
行
に
際
し
て
、
法
定
構
成
要
件
に
属
す
る
あ
る
い
は
可
罰
性
を
高
め
る
所
為
事
情
の
存
在

を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
事
情
は
彼
に
帰
責
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

過
失
行
為
が
処
罰
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
知
そ
れ
自
体
が
不
注
意
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
で
の
み
、
前
項
の
規
定
が
妥
当



o
 

C
~
)
 

;...tQ
O
 J
 

;:; 
AJ Q
埋
ま
略
報
-
I
W
:
R
悔
阻
害
巡
剖
(
以
4専
念
的
極
純
・
県
司
く
は
m
l
Kf剰
が
の
官
製
1
 Q
~
医
科
手

J-\Q.c-'
~
~
拠
調
(
'
¥-' 

r謡
~
同
J'
r摺
司
<
J
'

~.....lν
「
報

1略」必!..IJ主dmlK;...tQ草壁マ
4当
事
宇
窓
・
ま
か
結
後
目
長
監
れ
J
~
'

~
A
J
 'P 
Q
締
結
後
，
1
・民-tJ
1司
社
Q
震
誕
縫
蚕
話
同
Q
苦悩..，G>'
l
'
l
京
乞
(
困
)
~
ム
ヤ
ト
主
」

具
合
的
言
怖
桝
出
品
塁
~
~
灘
v
l
ば
m

.....lν
:
'
tQ兵士'P-\QtQ

O
*
~
民
営
制
収

J主
」
酎
金
三
「
縁
結
E纏

J
Q
普~
'P-¥QtQ心。
m
吋
吋
心
。

，州

c......) 
v.Hippel
，
 Deutsches Strafrecht

，
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，
 1925
，
 Ne
u
d
r
u
c
k
 1971
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 S.314ff. 
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 ders.
，
 VD
A
，
 Bd. m
，
 S.4
72ff. 
;
 vg
l. 
a
u
c
h
 

Schmidt
，
 Einfuhrung，

 S.314ff. 
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 N)
 
V
 gl. 
G
o
l
t
d
a
m
m
e
r
，
 Die 
Materialien 

z
u
m
 Straf=Gesetzbuche 

fur 
die 
Preusischen 

Staaten
，
 Theil 
1，
 1851
，
 

N
 achdruck 1991 (

 
=
 Kodifikationsgeschichte StrafrechU

，
 S.379
任
.
;
 v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. m
，
 S.4
83ff. 

(
的
)
"978 
A
u
c
h
 Derjenige ist 

straflos
，
 der eine 
H
a
n
d
l
u
n
g
 begeht
，
 welche a
n
 sich 
erlaubt
，
 un
d
 nur w
e
g
e
n
 i
h
m
 

u
n
b
e
k
a
n
n
t
 gebliebener

，
 besonderer U

m
s
t
a
n
d
e
 strafbar ist." 

V
g
l. 
G
o
l
t
d
a
m
m
e
r
，
 a.a.O.
，
 S.379. 
;
 v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. 
III
，
 S.4
83. 

(
司
)
"982 
W
e
n
n
 die 
Strafbarkeit 

einer 
H
a
n
d
l
u
n
g
 durch besondere 

T
h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 bedingt 

ist
，
 so 
k
a
n
n
 diese 

H
a
n
d
l
u
n
g
 nur denjenigen

，
 welche jene 

T
h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 kannten，

 als 
ein vorsatzliches 

Verbrechen zugerechnet 

werden. 

W
e
r
 eine a
n
 sich strafbare H

a
n
d
l
u
n
g
 begeht
，
 
deren Strafbarkeit durch gewisse

，
 
i
h
m
 unbekannte T

h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 

erhδht wird
，
 de
m
 k
δ
n
n
e
n
 diese T
h
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 nicht zugerechnet werden." 

V
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o
l
t
d
a
m
m
e
r
，
 a.a.O.
，
 S.379. 
;
 v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. m
，
 S.483. 

(
凹
)
V
g
l. 
G
o
l
t
d
a
m
m
e
r
，
 a.a.O.
，
 S.379f. 
;
 v.Hippel
，
 VD
A
，
 Bd. m
，
 S.483ff. 

(
也
)
“
9
44 
W
e
n
n
 die Strafbarkeit einer 

H
a
n
d
l
u
n
g
 abhangig ist

，
 entweder v

o
n
 besonderen Eigenschaften in 

der 



Person des Taters oder desjenigen，
 auf welchen sich die T

a
t
 b
e
z
o
g，
 oder v
o
n
 d
e
n
 besonderen U

m
s
t
a
n
d
e
n，
 
unter 

w
e
l
c
h
e
n
 die H
a
n
d
1
u
n
g
 b
e
g
a
n
g
e
n
 w
u
r
d
e
，
 so ist 
eine solche H

a
n
d
1
u
n
g
 demjenigen a1s V

e
r
b
r
e
c
h
e
n
 oder V
e
r
g
e
h
e
n
 

nicht zuzurechnen
，
 we
l
c
h
e
m
 jene Verhaitnisse oder U

m
s
t
a
n
d
e
 zur Zeit der T

a
t
 u
n
b
e
k
a
n
n
t
 waren. 

W
e
n
n
 durch solche besondere

，
 de
m
 T
a
t
e
r
 u
n
b
e
k
a
n
n
t
 gebliebene Verha1tnisse oder U

m
s
t
a
n
d
e
 die Stra

白
arkeit

der v
o
n
 i
h
m
 b
e
g
a
n
g
e
n
e
n
 H
a
n
d
1
u
n
g
 erhδht w

i
r
d
，
 so 
sollen 
i
h
m
 diese 
erschwerenden U

m
s
t
a
n
d
e
 der T
a
t
 nicht 

zugerechn
巴t
werden." 
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W
e
n
n
 J
e
m
a
n
d
 bei seiner H

a
n
d
1
u
n
g
 U
m
s
t
a
n
d
e
 oder Eigenschaften nicht kannte

，
 durch deren Dasein die 

Strafbarkeit jener H
a
n
d
1
u
n
g
 bedingt ist

，
 so ist 
diese1be straflos. 

W
a
r
e
n
 d
e
m
 H
a
n
d
e
1
n
d
e
n
 solchen U

m
s
t
a
n
d
e
 oder Eigenschaften nicht b

e
k
a
n
n
t，
 
durch deren Dasein die Strafbar. 

keit der H
a
n
d
1
u
n
g
 erhδht w

i
r
d
，
 so sollen i

h
m
 diese U
m
s
t
a
n
d
e
 oder Eigenschaften nicht zugerechnet werden." 
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V
 gl. 
Hippel
，
 Deutsches Strafrecht

，
 Bd. 1，
 S.343 A
n
m
.
 2. 

ひ
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ロ
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口
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Bundesgesetzblatt，

 Nr. 16. 
S.195ff. 

(
口
)
Reichsgesetzblatt

，
 Nr. 24. 
S.127. 

(
出
)
"
9
5
9
 
W
e
n
n
 j
e
m
a
n
d
 bei 
B
e
g
e
h
u
n
g
 einer 
strafbaren 

H
a
n
d
l
u
n
g
 das Vorhandensein v

o
n
 T
a
t
u
m
s
t
a
n
d
e
 nicht 

kannte
，
 
welche z
u
m
 gesetzlichen Tatbestande gehδren oder die Strafbarkeit erhδhen

，
 
so sind i
h
m
 diese U
m
s
t
a
n
d
e
 

nicht zuzurechnen 

Bei der Bestrafung fahrlassig begangener H
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 gilt diese B

e
s
t
i
m
m
u
n
g
 nur insoweit

，
 als die Unkenntnis 

selbst nicht durch Fahrlasigkeit verschuldet ist." 
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